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　「国士舘キャンパス環境整備事業」のフェーズ１
が今年度から本格始動した。４月下旬から地域交
流文化センターとその敷地一帯の解体工事に着手
し、年内に終了を予定している。６月17日には、
理工学部建築学系・寺内義典研究室協力のもと、
「（仮称）梅棟」への教室移動を想定した横断歩道
の通行に関する検証実験を実施するなど、基本計
画に基づき着々と準備を進めている。
（地域交流文化センター跡地一帯、５月28日撮影）

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
と
連
携
協
定

　
学
校
法
人
国
士
舘
は
こ
の

ほ
ど
、
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
株

式
会
社
と
ス
ポ
ー
ツ
連
携
協

定
を
締
結
し
た
。
本
協
定
で

は
、
相
互
の
連
携
・
協
力
を

通
じ
て
、学
生
教
育
や
研
究
、

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
発

展
に
加
え
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
お
よ
び
地
域
活
性

化
へ
の
貢
献
、
さ
ら
に
は
両

者
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
知
的
資
源
、

人
的
資
源
、
物
的
資
源
の
相

互
利
活
用
を
促
進
す
る
。

　
本
協
定
に
基
づ
き
、
本
学

の
医
師
や
救
急
救
命
士
、
ス

ポ
ー
ツ
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ス
ポ

ン
ダ
ー
（
Ｓ
Ｆ
Ｒ
）
資
格
を

有
す
る
学
生
な
ど
で
構
成
さ

れ
る
「
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー

ト
チ
ー
ム
」
を
東
京
ヴ
ェ
ル

デ
ィ
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
な
ど

に
派
遣
し
、
会
場
ス
タ
ッ
フ

と
の
迅
速
な
連
携
や
体
調
不

良
者
の
早
期
発
見
が
可
能
な

体
制
を
整
え
る
こ
と
で
、
観

客
の
救
護
活
動
に
当
た
る
。

　
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
は
、
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
１
リ
ー
グ
を

戦
う
令
和
６
年
か
ら
、
入
場

学
修
へ
の
取
り
組
み
共
有

教
育
懇
談
会  

家
族
と
意
見
交
換

国
士
舘
を
見
る
・
聞
く
・
感
じ
る
　
　

　
本
学
は
法
律
に
基
づ
く
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
一
環
と

し
て
次
の
期
間
中
、
学
園
を

閉
鎖
し
ま
す
。
こ
の
間
に
管

理
者
・
許
可
者
以
外
は
入
構

で
き
ま
せ
ん
。

■
世
田
谷（
中
学
・
高
校
区
域

含
む
）・
町
田
・
多
摩
キ
ャ

ン
パ
ス
：
８
月
12
日
～
19
日

 

学
園
閉
鎖
の

 

お
知
ら
せ

　
本
学
は
、
令
和
７
年
度
教

育
懇
談
会
を
７
月
６
日
ま
で

に
世
田
谷
・
町
田
・
多
摩
の

各
キ
ャ
ン
パ
ス
と
地
方
会
場

と
し
て
岡
山
市
で
そ
れ
ぞ
れ

開
催
し
、
合
わ
せ
て
１
０
２

２
人
の
ご
家
族
が
参
加
し
た
。

　
岡
山
会
場
で
は
７
月
６

日
、
岡
山
県
と
近
隣
８
県
の

ご
家
族
を
対
象
に
開
催
。
全

体
会
で
田
原
淳
子
学
長
は
本

学
の
教
育
方
針
や
特
色
あ
る

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。
続
い
て
、
国
士

舘
大
学
教
育
後
援
会
の
山
根

潤
幹
事
長
が
後
援
会
の
趣
旨

や
各
種
支
援
制
度
を
、
福
永

晶
彦
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
セ

ン
タ
ー
長
が
本
学
の
就
職
・

進
路
状
況
や
支
援
体
制
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
さ
ら
に
、

岡
山
県
の
産
業
労
働
部
担
当

者
か
ら
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン

の
取
り
組
み
に
関
す
る
紹
介

が
あ
り
、
最
後
に
教
務
部
か

ら
履
修
・
成
績
評
価
、
就
学

状
況
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ

れ
た
。

　
全
体
会
後
は
、
希
望
者
を

対
象
に
教
員
と
の
個
別
面
談

を
実
施
し
、
学
修
状
況
、
就

職
・
進
路
、
学
生
生
活
な
ど

に
関
す
る
相
談
に
対
応
し
た
。

　
教
育
懇
談
会
は
、
昭
和
62

年
か
ら
続
く
ご
家
族
と
の
意

見
交
換
の
場
で
、
今
年
度
は

東
京
３
会
場
、
地
方
４
会
場

で
合
わ
せ
て
９
回
の
実
施
を

予
定
し
て
い
る
。

学
生
が
観
客
の
救
護
活
動

田原学長による特色ある教育プロ
グラムの説明に聞き入る在学生の
家族ら＝７月６日、岡山会場

者
数
が
１
万
人
を
超
え
る
試

合
が
増
加
し
た
。そ
の
た
め
、

よ
り
一
層
「
安
心
・
安
全
」

な
試
合
観
戦
を
観
客
に
提
供

し
た
い
と
の
想
い
か
ら
、
多

く
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
救
護

活
動
の
実
績
を
持
つ
本
学
に

協
力
を
打
診
し
た
。
本
学
は

こ
れ
を
受
け
、
同
年
に
依
頼

を
受
け
た
23
試
合
で
サ
ポ
ー

ト
を
実
施
。
こ
の
実
績
が
評

価
さ
れ
、
今
回
の
協
定
締
結

に
至
っ
た
。

　
今
後
は
、
救
護
活
動
だ
け

で
な
く
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
啓
発
や

救
命
講
習
の
実
施
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
共
に

行
っ
て
い
く
予
定
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
賑
わ
う

大
講
堂
見
学
ツ
ア
ー

「
歴
史
」に
触
れ
満
喫

緊急記者会見を開き謝罪する田原学長ら
（右から２人目）＝６月2０日

　
本
学
は
６
月
８
日
に
世
田

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
同
14
日

と
７
月
19
日
に
町
田
・
多
摩

キ
ャ
ン
パ
ス
で
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
、
本
学

へ
の
入
学
希
望
者
や
受
験
生

ら
３
日
間
で
合
わ
せ
て
約
５

２
０
０
人
が
来
場
し
た
。

　
当
日
は
、
大
学
紹
介
や
入

試
概
要
説
明
会
を
は
じ
め
、

教
員
に
よ
る
各
学
部
の
説
明

会
や
個
別
相
談
会
の
ほ
か
、

在
学
生
に
よ
る
学
生
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
、
キ
ャ
ン
パ
ス

見
学
ツ
ア
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ

　
国
士
舘
史
資
料
室
は
、
一

般
の
方
々
を
対
象
と
し
た
国

士
舘
大
講
堂
見
学
ツ
ア
ー
を

５
月
17
日
と
６
月
21
日
に
開

催
し
、
２
日
間
で
合
わ
せ
て

40
人
が
見
学
に
訪
れ
た
。

　
５
月
17
日
の
ツ
ア
ー
で

は
、
学
生
ガ
イ
ド
の
増
田

華
々
莉
さ
ん
（
文
１
年
）
が

大
講
堂
の
歴
史
や
建
造
物
と

し
て
の
特
徴
に
つ
い
て
説

明
、
柴
田
会
舘
内
の
国
士
舘

史
資
料
室
展
示
室
で
は
羽
塲

武
蔵
さ
ん
（
政
経
２
年
）
が

資
料
な
ど
を
解
説
し
た
。

　
参
加
者
ら
は
国
士
舘
の
教

育
的
歴
史
に
触
れ
「
学
生
ガ

イ
ド
の
説
明
も
わ
か
り
や
す

く
、
楽
し
み
な
が
ら
鑑
賞
で

き
ま
し
た
」と
話
し
て
い
た
。

違
法
薬
物
追
放
へ
検
討
委

在
学
生
に
注
意
喚
起　
徹
底

　
大
学
男
子
柔
道
部
員
数
名
が
大
麻
を
使
用
し
た

疑
い
が
あ
る
と
し
て
６
月
16
日
、
警
視
庁
が
町
田

キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
鶴
川
寮
内
を
家
宅
捜
索
し

た
。
２
年
生
と
１
年
生
の
６
人
は
、
警
察
の
取
り

調
べ
と
本
学
の
聞
き
取
り
に
対
し
、
大
麻
使
用
を

認
め
て
お
り
、
現
在
も
捜
査
が
続
い
て
い
る
（
７

月
22
日
時
点
）。
本
学
は
事
態
を
重
く
受
け
止
め
、

男
子
柔
道
部
を
無
期
限
活
動
停
止
と
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
わ
が
国
士
舘
大
学
の
伝
統
あ

る
男
子
柔
道
部
員
の
１
・
２
年
生
複
数
名
が
、

鶴
川
寮
に
お
い
て
大
麻
を
使
用
し
て
い
る
と

の
情
報
提
供
が
あ
り
、
本
事
案
が
発
覚
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
で
、
多
く
の
方
々
に

ご
迷
惑
と
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と

に
つ
き
ま
し
て
、
設
置
責
任
者
で
あ
る
理
事

長
と
し
て
、
心
か
ら
深
く
反
省
し
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
本
学
園
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
10
代
か
ら

20
代
の
若
年
層
の
間
で
違
法
薬
物
の
使
用
が

広
が
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
を
直
視
し
、
こ

の
社
会
的
病
状
を
重
く
受
け
止
め
、
国
士
舘

建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、
率
先
し
て
違
法
薬

物
に
つ
い
て
の
注
意
喚
起
を
進
め
て
き
て
お

在学生、ご父母、卒業生、 
関係者、地域のみなさまへ

夏休みを直前に控え、警察官による違法薬物乱用
防止講習会を開催

　
夏
季
休
業
期
間
を
控
え
、

本
学
は
在
学
生
へ
の
早
急
な

注
意
喚
起
が
必
要
と
判
断

し
、講
習
を
実
施
し
て
い
る
。

　
７
月
17
日
に
は
、
体
育
学

部
武
道
学
科
の
全
学
生
を
対

象
に
、
警
視
庁
組
織
犯
罪
対

策
部
薬
物
銃
器
対
策
課
お
よ

び
多
摩
中
央
警
察
署
の
警
察

官
を
招
き
違
法
薬
物
乱
用
防

止
講
習
会
を
多
摩
キ
ャ
ン
パ

ス
で
実
施
し
た
。講
習
で
は
、

現
在
の
薬
物
情
勢
や
乱
用
の

実
態
に
つ
い
て
解
説
が
な
さ

れ
、
薬
物
乱
用
が
個
人
の
人

生
は
も
と
よ
り
、
周
囲
の

人
々
や
社
会
に
及
ぼ
す
深
刻

な
影
響
に
つ
い
て
詳
し
く
説

明
さ
れ
た
。
講
話
後
は
感
想

文
を
記
入
し
、
講
習
内
容
を

振
り
返
る
時
間
を
設
け
た
。

　
さ
ら
に
、
全
学
生
対
象
の

オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
講
習
を
準

備
。
８
月
上
旬
に
受
講
を
義

務
付
け
、
視
聴
後
は
小
テ
ス

ト
を
実
施
し
て
受
講
者
の
理

解
度
を
確
認
す
る
。

　
男
子
柔
道
部
員
に
つ
い
て

は
、
別
途
８
月
上
旬
に
講
習

を
実
施
す
る
予
定
。

夏
季
休
業
前
に
講
習
実
施

　
本
学
は
６
月
13
日
、
通
報

に
よ
り
大
学
男
子
柔
道
部
員

数
名
が
大
麻
を
吸
っ
て
い
る

と
の
情
報
を
覚
知
し
、
翌
14

日
、
大
学
の
聞
き
取
り
で
６

人
に
大
麻
使
用
が
認
め
ら
れ

た
た
め
警
視
庁
町
田
警
察
署

に
相
談
。
16
日
に
鶴
川
寮
の

捜
索
を
受
け
る
と
と
も
に
、

直
ち
に
瀬
野
隆
理
事
長
を
本

部
長
、
田
原
淳
子
学
長
を
副

本
部
長
と
す
る
「
危
機
対
策

本
部
」
を
設
置
し
、
事
実
関

係
の
収
集
と
そ
の
対
応
に
当

た
っ
た
。

　
そ
し
て
、
同
20
日
に
世
田

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
柴
田
会
舘

で
記
者
会
見
を
開
き
謝
罪
。

田
原
学
長
が
新
聞
社
・
テ
レ

ビ
局
な
ど
17
社
、
40
人
を
超

え
る
報
道
陣
を
前
に
経
緯
を

説
明
す
る
と
と
も
に
、
同
部

の
無
期
限
活
動
停
止
と
同

26
・
27
日
開
催
の
全
日
本
学

生
柔
道
優
勝
大
会
の
出
場
辞

退
を
発
表
し
た
。

　
ま
た
、
寮
内
で
の
事
案
発

生
を
重
く
受
け
止
め
、
同
19

日
か
ら
鶴
川
寮
に
入
寮
す
る

他
ク
ラ
ブ
も
含
め
た
す
べ
て

の
学
生
ら
４
１
８
人
に
聞
き

取
り
調
査
を
実
施
し
た
。
そ

の
結
果
、
違
法
薬
物
の
使
用

が
新
た
に
判
明
し
た
者
は
確

認
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
本
学
は
、
危
機
対
策
本
部

を
引
き
継
ぐ
形
で
、
学
長
を

委
員
長
と
す
る
「
国
士
舘
大

学
違
法
薬
物
問
題
検
討
委
員

会
」を
７
月
１
日
付
で
設
置
。

違
法
薬
物
使
用
へ
の
注
意
喚

起
活
動
の
効
果
の
検
証
、
男

柔道部員６人  大麻疑い

子
柔
道
部
の
学
生
状
況
把
握

の
検
証
、
学
生
寮
の
環
境
の

検
証
、
男
子
柔
道
部
に
お
け

る
指
導
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
証
す
る
た
め
学
内
調
査
を

開
始
し
た
。
具
体
的
に
は
、

男
子
柔
道
部
指
導
者
へ
の
聞

き
取
り
調
査
の
ほ
か
、
鶴
川

寮
生
お
よ
び
全
学
生
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

本
事
案
の
検
証
を
も
と
に
再

発
防
止
の
基
本
方
針
を
報
告

書
に
ま
と
め
る
。

　
さ
ら
に
全
学
的
な
取
り
組

み
と
し
て
、「
学
校
法
人
国

士
舘
違
法
薬
物
追
放
委
員

会
」
を
常
設
委
員
会
と
し
て

７
月
１
日
付
で
設
置
。今
後
、

再
発
防
止
に
向
け
た
具
体

策
を
実
行
し
て
い
く
。

　
一
方
、事
案
発
生
を
受
け
、

在
学
生
の
各
種
実
習
受
け
入

れ
校
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

受
入
団
体
、
指
定
校
枠
を
も

つ
高
等
学
校
な
ど
、
関
係
す

る
機
関
・
団
体
に
文
書
を
発

送
し
て
説
明
・
陳
謝
し
た
。

　
在
学
生
へ
は
注
意
喚
起
の

強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

各
ス
ポ
ー
ツ
協
議
会
指
定
ク

ラ
ブ
と
課
外
活
動
ク
ラ
ブ
に

対
し
て
、
ク
ラ
ブ
主
将
会
議

で
説
明
と
注
意
喚
起
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

ク
ラ
ブ
指
導
者
に
も
臨
時
の

連
絡
会
で
注
意
を
促
す
。

　
男
子
柔
道
部
監
督
お
よ
び

部
長
は
７
月
16
日
開
催
の
国

士
舘
ス
ポ
ー
ツ
協
議
会
で
解

任
が
決
定
し
、
当
面
は
体
育

学
部
長
が
代
行
す
る
。
活
動

停
止
中
の
柔
道
部
員
に
対
し

て
は
、
指
導
者
・
教
職
員
が

部
員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
、
メ
ン
タ
ル
面
の

ケ
ア
に
努
め
て
い
る
。

　
今
後
は
、事
実
に
基
づ
き
、

当
該
学
生
の
処
分
や
男
子
柔

道
部
の
活
動
再
開
を
検
討
し

て
い
く
。

り
ま
し
た
。

　
警
察
署
と
も
緊
密
な
情
報
交
換
や
連
携
を

取
り
、
そ
の
下
で
、
講
習
会
や
ク
ラ
ブ
指
導

者
研
修
の
実
施
、
注
意
喚
起
資
料
の
配
布
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
出
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等
で

機
会
あ
る
ご
と
に
、
こ
の
注
意
喚
起
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
柔
道
部
の
一

部
の
複
数
部
員
に
ま
で
は
徹
底
す
る
こ
と
が

で
き
ず
慙
愧
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
警
察
署
の
捜
査
に
全
面
的
な
協
力
を
し
な

が
ら
、危
機
対
策
本
部
を
直
ち
に
立
ち
上
げ
、

発
覚
し
た
６
月
13
日
以
来
、
関
係
者
と
共
に

こ
の
件
に
つ
い
て
の
情
報
と
事
実
確
認
、
原

因
結
果
の
分
析
、
今
後
の
対
応
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
現
在
も
、
国
士
舘
大
学
違
法

薬
物
問
題
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
現
状
の

課
題
検
証
と
再
発
防
止
策
の
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
今
後
は
、
本
事
案
の
検
証
を
基
に
し
た
再

発
防
止
策
の
実
行
を
も
っ
て
、
国
士
舘
が
失

わ
れ
た
社
会
的
信
頼
を
取
り
戻
し
、
社
会
の

負
託
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
、国
を
思
い
、

社
会
を
支
え
、
人
を
救
う
こ
と
の
で
き
る
国

士
舘
と
な
る
よ
う
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
こ
れ
か
ら

も
以
前
と
変
わ
ら
な
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
７
年
７
月
22
日

　
　
　
学
校
法
人
国
士
舘
　

�

理
事
長
　
瀬
野
　
隆

ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催

し
、
来
場
者
た
ち
に
本
学
の

魅
力
を
発
信
し
た
。

　
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
政
経
学
部
に
よ
る
「
学

び
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
が
実
施
さ

れ
、
各
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
所
属

学
生
ら
が
パ
ネ
ル
な
ど
を
用

い
て
、
各
々
特
色
の
あ
る
ゼ

ミ
活
動
を
紹
介
。
多
摩
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
、
体
育
学
部
ス

ポ
ー
ツ
医
科
学
科
に
よ
る
救

急
処
置
実
習
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ

た
。
来
場
者
は
、
各
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
特
色
あ
る
活
動
を

見
学
し
、
本
学
で
の
学
生
生

活
に
想
像
を
膨
ら
ま
せ
た
。

来場した高校生らにゼミ活動を紹介する政経
学部の学生ら＝６月８日、世田谷キャンパス

◆鶴川祭（町田キャンパス）� ：10月11・12日
◆楓門祭（世田谷キャンパス）�：11月２・３日
◆多摩祭（多摩キャンパス）� ：11月15・16日
◆ホームカミングデイ�：11月３日11時～12時
　会場：世田谷キャンパス多目的ホール
　招待者：卒業後60年（昭和41年卒）
　50年（同51年卒）、40年（同61年卒）
　30年（平成８年卒）、20年（同18年卒）
　10年（同28年卒）
　【お問い合わせ】
　総務課：03（5481）3112
◆第４回救急救命士会フォーラム：10月11日
　13時～16時50分
　会場：世田谷キャンパスメイプルセンチュ
　リーホール１階大教室

イ
ベ
ン
ト
情
報 ホームカミングデイの

詳細はこちら

再
発
防
止
へ 

検
証
進
め
る
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新
役
員
に
３
人
選
任

　
５
月
28
日
の
理
事
会
で
、
学
校
法
人
国
士
舘

寄
附
行
為
第
32
条
第
１
項
第
４
号
な
ど
に
よ
り

小
池
啓
三
郎
氏
、
清
水
敏
寛
氏
、
髙
岡
精
司
氏

が
学
校
法
人
国
士
舘
評
議
員
に
新
た
に
選
任
さ

れ
た
。
任
期
は
令
和
８
年
５
月
31
日
ま
で
。
今

福
康
夫
監
事
は
同
寄
附
行
為
第
29
条
な
ど
に
よ

り
学
校
法
人
国
士
舘
常
勤
監
事
に
選
定
さ
れ
た
。

　
小
池
氏
、
清
水
氏
、
髙
岡
氏
の
略
歴
は
次
の

と
お
り
。

●
小
池
　
啓
三
郎
（
こ
い

け
・
け
い
ざ
ぶ
ろ
う
）
80

歳
。
昭
和
43
年
立
命
館
大

学
法
学
部
卒
業
。
文
部
省

（
現
・
文
部
科
学
省
）
出

身
。
元
日
本
私
立
学
校
振

興
・
共
済
事
業
団
理
事
、

学
校
法
人
日
本
体
育
大
学

監
事
な
ど
。
平
成
27
年
瑞

宝
中
綬
章
受
章
。

●
清
水
　
敏
寛（
し
み
ず
・

と
し
ひ
ろ
）
79
歳
。
昭
和

48
年
早
稲
田
大
学
大
学
院

理
工
学
研
究
科
博
士
課
程

修
了
。
同
年
理
学
博
士

（
早
稲
田
大
学
）。
早
稲

田
大
学
理
工
学
部
助
手
を

経
て
昭
和
51
年
国
士
舘
大

学
教
養
部
専
任
講
師
、
同

57
年
同
工
学
部
教
授
、
平

成
19
年
同
理
工
学
部
教

授
。
工
学
部
長
、
理
工
学

部
長
、
副
学
長
、
学
校
法

人
国
士
舘
評
議
員
、
同
理

事
、
同
特
任
参
与
な
ど
を

歴
任
。
平
成
28
年
本
学
名

誉
教
授
。

●
髙
岡
　
精
司
（
た
か
お

か
・
せ
い
じ
）
67
歳
。
昭

和
55
年
大
正
大
学
文
学
部

卒
業
。
真
言
宗
豊
山
派
勝

國
寺
住
職
。
令
和
５
年
藍

綬
褒
章
受
章
。

　
令
和
７
年
春
の
叙
勲
等
受
章
者
が
４
月

29
日
付
で
発
表
さ
れ
、
本
学
関
係
者
が
受

章
さ
れ
た
。

【
瑞
宝
中
綬
章
】

若
林
　
克
彦（
わ
か
ば
や
し
・
か
つ
ひ
こ
）

国
士
舘
大
学
名
誉
教
授
。
元
理
工
学
部
教

授
。
在
職
中
は
、
国
士
舘
大
学
学
長
、
学

校
法
人
国
士
舘
理
事
お
よ
び
評
議
員
を
務

め
た
。
学
長
と
し
て
大
学
教
育
環
境
の
改

革
・
改
善
お
よ
び
社
会
貢
献
に
取
り
組
ん

だ
。
専
門
は
機
械
力
学
・
制
御
。

若林元学長に瑞宝中綬章

　
令
和
７
年
度
名
誉
教
授
記
授
与
式
が
６
月
18
日
、
世
田

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
６
号
館
２
階
会
議
室
で
執
り
行
わ
れ
、

６
人
に
名
誉
教
授
の
称
号
が
贈
ら
れ
た
。
式
で
は
田
原
淳

子
学
長
が
、
一
人
一
人
に
名
誉
教
授
記
を
手
渡
し
、
お
祝

い
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

　
本
学
名
誉
教
授
の
称
号
は
、
在
職
中
に
教
育
、
学
術
ま

た
は
文
化
の
発
展
に
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
者
を
顕
彰
し

授
与
す
る
。

高
校
教
員
対
象
に
入
試
相
談
会

関
東
１
都
３
県
中
心
に
214
校
来
場

　
本
学
は
、
高
等
学
校
教
員

対
象
の
入
試
相
談
会
を
５
月

９
日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

メ
イ
プ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ

ー
ル
（
Ｍ
Ｃ
Ｈ
）
３
階
ア
リ

ー
ナ
で
開
催
し
、
関
東
１
都

３
県
を
中
心
に
、
青
森
・
茨

城
・
栃
木
・
群
馬
・
長
野
・

静
岡
・
山
梨
・
新
潟
・
石
川

の
各
県
か
ら
、
合
わ
せ
て
２

１
４
校
の
教
員
が
参
加
し

た
。
会
場
で
は
担
当
教
職
員

が
学
部
ご
と
に
設
置
し
た
ブ

ー
ス
で
個
別
相
談
に
応
じ
た
。

　
当
日
は
、
Ｍ
Ｃ
Ｈ
１
階
の

大
教
室
で
入
試
部
職
員
が
本

学
の
入
試
選
抜
制
度
に
つ
い

て
解
説
し
た
ほ
か
、
同
時
間

帯
に
行
わ
れ
て
い
る
す
べ
て

の
授
業
を
自
由
に
聴
講
で
き

る
こ
と
と
し
た
。
高
校
教
員

ら
は
在
学
生
の
案
内
で
各
施

設
や
授
業
を
見
学
し
、
キ
ャ

ン
パ
ス
の
日
常
に
触
れ
た
。

教育後援会が総会開く
新年度事業・予算計画を承認
　
国
士
舘
大
学
同
窓
会
は
今

年
設
立
50
周
年
を
迎
え
た
。

５
月
24
日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
総
会
に

は
、
瀬
野
隆
理
事
長
と
田
原

淳
子
学
長
が
出
席
し
祝
賀
の

意
を
表
し
た
。
総
会
終
了
後

に
は
記
念
祝
賀
会
が
催
さ

れ
、
坂
本
勝
矢
会
長
を
は
じ

め
理
事
や
支
部
会
長
ら
が
50

年
を
振
り
返
り
、
今
後
の
活

動
に
つ
い
て
語
っ
た
。
祝
賀

会
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
進
行
し
、
盛
況
の
う

ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

　
国
士
舘
大
学
同
窓
会
は
、

昭
和
49
年
12
月
に
会
則
を
定

め
、
翌
年
３
月
21
日
に
は
第

１
回
評
議
員
会
を
九
段
会
館

で
開
催
し
発
足
し
た
。以
来
、

全
国
52
支
部
を
通
じ
、
会
員

相
互
の
交
流
、
そ
し
て
母
校

発
展
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
手
が
け
て
き
た
。

　
周
年
事
業
と
し
て
、
今
年

度
中
に
同
窓
会
通
信
「
設
立

50
周
年
記
念
号
」
を
刊
行
す

る
予
定
。

　
本
学
は
、
大
学
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
全
面
的
な
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
事
業
の
第
三
弾
と
し

て
、
５
月
29
日
に
国
士
舘
ス

ポ
ー
ツ
サ
イ
ト
、
寄
付
サ
イ

ト
、
国
士
舘
史
資
料
室
サ
イ

ト
、
防
災
・
救
急
救
助
総
合

研
究
所
サ
イ
ト
の
４
サ
イ
ト

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
公
開
し

た
。
本
事
業
は
令
和
６
年
の

第
一
弾
公
開
か
ら
約
１
年
か

け
て
段
階
的
に
進
め
ら
れ
、

第
三
弾
公
開
を
も
っ
て
全
工

程
が
完
工
し
た
。

　
今
後
も
、
本
学
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
が
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て

親
し
み
や
す
く
、
有
益
な
情

報
発
信
の
場
で
あ
り
続
け
る

よ
う
、
引
き
続
き
運
用
と
改

善
に
努
め
て
い
く
。

特
設
４
サ
イ
ト

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

更
新
事
業
完
了

大
学
同
窓
会
50
周
年
祝
う

国士舘スポーツサイト

　
国
士
舘
大
学
教
育
後
援
会

は
、
令
和
７
年
度
総
会
を
６

月
28
日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
の
メ
イ
プ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ

ー
ホ
ー
ル
１
階
大
教
室
で
開

催
し
た
。

　
総
会
で
は
、
山
田
愼
吾
会

長
に
よ
る
あ
い
さ
つ
の
後
、

来
賓
の
瀬
野
隆
理
事
長
お
よ

び
田
原
淳
子
学
長
が
そ
れ
ぞ

れ
あ
い
さ
つ
し
、
日
ご
ろ
の

多
方
面
に
わ
た
る
支
援
へ
の

謝
意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

ご
父
母
と
の
連
携
に
よ
る
教

育
環
境
の
整
備
状
況
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

　
議
事
は
、
同
後
援
会
が
設

け
る
奨
学
金
の
給
付
・
立
替

実
績
に
つ
い
て
山
田
会
長
が

報
告
し
た
後
、
令
和
６
年
度

の
事
業
報
告
と
決
算
報
告
、

同
７
年
度
の
事
業
計
画
と
予

算
計
画
な
ど
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
幹
事
が
説
明
し
、
す
べ

て
承
認
さ
れ
た
。

今
年
度
内
に

記
念
号
刊
行

本学園に交通安全功労で感謝状　世田谷署と交安協会
　
本
法
人
は
こ
の
ほ
ど
、
交
通
功
労
者
の
優
良
事

業
所
と
し
て
、
警
視
庁
世
田
谷
警
察
署
と
世
田
谷

交
通
安
全
協
会
よ
り
表
彰
さ
れ
た
＝
写
真
。

　
表
彰
式
は
７
月
３
日
に
世
田
谷
警
察
署
で
執
り

行
わ
れ
、本
学
園
か
ら
瀬
野
隆
理
事
長
が
出
席
し
、

世
田
谷
警
察
署
の
櫻
井
文
博
署
長
か
ら
感
謝
状
が

手
渡
さ
れ
た
。

　
本
表
彰
は
管
内
の
交
通
安
全
の
た
め
に
顕
著
な

功
労
の
あ
っ
た
企
業
や
個
人
に
対
し
て
、
世
田
谷

警
察
署
な
ら
び
に
世
田
谷
交
通
安
全
協
会
が
授
与

す
る
も
の
。

【
主
な
経
歴
】

◇
杉
本
　
勝
彦（
す
ぎ
も
と
・

か
つ
ひ
こ
＝
外
傷
学
、
災
害

医
学
）
昭
和
55
年
北
里
大
学

医
学
部
卒
業
。
平
成
６
年
博

士
（
医
学
）（
北
里
大
学
）。

平
成
17
年
体
育
学
部
教
授
。

防
災
・
救
急
救
助
総
合
研
究

所
副
所
長
を
務
め
、
学
部
・

大
学
院
教
育
の
充
実
、
発
展

に
寄
与
し
た
。
在
職
20
年
。

◇
本
田
　
康
裕
（
ほ
ん
だ
・

や
す
ひ
ろ
＝
機
械
力
学
、
自

動
車
工
学
）
昭
和
60
年
早
稲

田
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
同

63
年
工
学
博
士
（
早
稲
田
大

学
）。平
成
２
年
工
学
部
助
教

授
、
同
12
年
同
教
授
、
同
19

年
理
工
学
部
教
授
。
大
学
院

工
学
研
究
科
長
、
理
工
学
部

長
な
ど
を
歴
任
。
研
究
活
動

の
傍
ら
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ

の
教
育
活
動
に
も
力
を
注
ぎ

学
部
発
展
に
寄
与
し
た
。
在

職
35
年
。

◇
貝
瀬
　
英
夫
（
か
い
せ
・

ひ
で
お
＝
英
文
学
）
昭
和
56

年
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
博
士
前
期
課
程
修

了
。
同
62
年
法
学
部
講
師
、

平
成
９
年
同
教
授
。
法
学
部

や
外
国
語
部
会
の
要
職
を
務

め
、
学
部
の
運
営
お
よ
び
発

展
に
寄
与
し
た
。在
職
38
年
。

◇
小
林
　
成
光（
こ
ば
や
し
・

し
げ
み
つ
＝
英
米
法
）
昭
和

61
年
大
阪
市
立
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

退
学
。
平
成
13
年
法
学
部
教

授
。
最
先
端
技
術
関
連
法
研

究
所
長
を
務
め
、
学
部
の
運

営
お
よ
び
発
展
に
寄
与
し

た
。
在
職
24
年
。

◇
小
口
　
裕
通
（
お
ぐ
ち
・

ひ
ろ
み
ち
＝
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア

考
古
学
）
昭
和
52
年
国
士
舘

大
学
文
学
部
卒
業
、
平
成
元

年
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
大

学
院
考
古
学
科
博
士
課
程
満

期
退
学
。
同
９
年
博
士
（
考

古
学
）（
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

大
学
）。
昭
和
52
年
イ
ラ
ク

古
代
文
化
研
究
所
副
手
と
し

て
入
職
。
平
成
２
年
イ
ラ
ク

古
代
文
化
研
究
所
講
師
、
同

12
年
同
助
教
授
、
令
和
４
年

21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部
教
授
。

イ
ラ
ク
古
代
文
化
研
究
所
長

を
長
年
に
わ
た
り
務
め
た
。

イ
ラ
ク
各
地
の
遺
跡
調
査
に

従
事
し
多
く
の
研
究
成
果
を

あ
げ
る
と
と
も
に
後
継
者
育

成
に
尽
力
し
た
。在
職
48
年
。

◇
菊
川
　
長
徳（
き
く
か
わ
・

な
が
の
り
＝
秘
書
教
育
、
ビ

ジ
ネ
ス
教
育
）
昭
和
60
年
国

士
舘
大
学
大
学
院
経
済
学
研

究
科
博
士
課
程
満
期
退
学
。

平
成
３
年
国
士
舘
短
期
大
学

講
師
、
同
11
年
同
教
授
、
同

14
年
国
士
舘
大
学
21
世
紀
ア

ジ
ア
学
部
教
授
。
21
世
紀
ア

ジ
ア
学
部
開
設
に
あ
た
り
国

際
的
な
教
育
体
制
構
築
に
力

を
注
い
だ
。
在
職
34
年
。

令和６年度決算の概要 （財務部）
　令和 6年度決算は、令和 7年 5月28日開催の
理事会において承認されました。以下に掲げる
決算の概要は、学校法人会計基準に基づき作成
した令和 6年度事業活動収支計算書における収
入・支出及び貸借対照表における令和 7年 3月
31日現在に保有する資産、負債並びに純資産の
当年度決算額（対前年度増減比）の状況につい
て説明したものです。
　なお金額は、百万円未満を切り捨てて表示し
ています。

●事業活動収支計算書
　事業活動収支計算書は、教育研究活動に関す
る収支、教育研究活動以外の経常的な（主に財務
的な）収支、当年度に一時的に発生した特別収支
というように活動区分ごとに収支を設け、その
内容と均衡状態を明らかにし、経営状況を表す
ものです。また本年度取得した資産を将来へ保
持し継続するために各収支差額の合計額から基
本金を組み入れ、組み入れ後の収支の均衡状態
を当年度収支差額として明らかにしています。

1 .教育活動収支
　収入では、全体の 8割弱を占める学生生徒等
納付金が157億 5千 5百万円となりました。学生
生徒数の内訳は、学部学生数12,399人、大学院
学生数281人、高等学校生徒数1,088人、中学校
生徒数178人です（数値はいずれも令和 6年 5月
1日現在、令和 6年度学校基本調査に準拠した）。
経常費等補助金は、国及び東京都から合計で22
億 1千 8百万円の交付を受けました。主な内訳
は、私立大学等経常費補助金で8億 2千 7百万
円、「高等教育の修学支援新制度」による授業料
等減免費交付金で7億 4千万円、高等学校及び
中学校に対する東京都からの経常費補助金で 4
億 5千 7百万円を計上しています。その他の収
入では、入学検定料を主とした手数料で 3億 9
千 7百万円、現物寄付を含む寄付金で 9千 2百
万円、付随事業収入では、学生寮の運営に伴う
補助活動収入で1億 2千 1百万円、防災・救急
救助総合研究所などによる受託事業及び教員が
獲得した学外諸機関からの受託研究による収入
で8千万円、地域連携・社会貢献推進センター
が行う地域交流に向けた公開講座収入で2千 3
百万円、雑収入では、退職金支出に相応した退
職金財団等交付金ほかで9億 6千 9百万円とな

りました。この結果、教育活動収入合計では、
196億 6千万円となりました。
　支出では、人件費で教職員給与等に79億 9千
3百万円、役員報酬及び退職金に 3億 2千 6百
万円、将来の退職金支払いに備えた退職給与引
当金繰入額に7億 2千 9百万円、また簡易的業
務支援に係る学生アルバイト等賃金に 4千 8百
万円を計上した結果、人件費合計では、90億 9
千 8百万円となりました。
　次に教育研究経費では、光熱水費の値上がり
による増額、授業料等減免費交付金の制度利用
学生の増加による奨学費の増額、当年度の施設
整備計画の内容及び見積比較の徹底による修繕
費の減額などの影響により、当年度の減価償却
額15億 1百万円と合わせて、教育研究経費合計
では対前年度比 8千 9百万円増の71億 2千 9百
万円となりました。
　管理経費では、主として学園広報及び学生・
生徒の募集事業等に要した経費と減価償却額を
計上しており、管理経費合計で13億 8千 2百万
円となりました。
　徴収不能額等では、当期において未収となっ
た退学者及び除籍者の学生生徒等納付金ほかに
対する合計額で、6千 7百万円となりました。
これらにより教育活動支出合計は、176億 7千 7
百万円を計上しました。
　以上の結果、教育活動収入合計額から教育活
動支出合計額を差し引いた教育活動収支差額
は、19億 8千 2百万円の収入超過となりました。

2 .教育活動外収支
　教育活動外収支では、第 3号基本金引当特定
資産運用収入及び保有する有価証券等の受取利
息・配当金などで1億 7千 3百万円の収入を計
上し、建物等建設資金に要した借入金等利息に
1千 2百万円の支出を計上した結果、収支差額
では1億 6千万円の収入超過となりました。

3 .特別収支
　特別収支では、施設設備の整備を使途指定と
する寄付金、科学研究費補助金により購入した
備品等の現物寄付や過年度修正額（収入）などに
より、4千 5百万円の収入を計上しました。一
方で、物品の不用決定や図書の除籍等による資
産処分差額や過年度修正額（支出）により、7千
9百万円の支出を計上した結果、マイナス 3千

4百万円の支出超過となりました。

　以上の 3つの区分における収支差額を合計し
た基本金組入前当年度収支差額は21億 8百万円
となり、同 3区分の収入の合計額である事業活
動収入198億 7千 8百万円を分母とする事業活
動収支差額比率（経営状況の健全性を示す指標）
は10.61％（対前年度0.14ポイント増）となりま
した。
　この基本金組入前当年度収支差額から、教育
研究活動に必要な資産を将来継続的に保持する
ために、基本金として29億 4千 7百万円を組み
入れた（表示はマイナス）結果、当年度収支差
額はマイナス 8億 3千 8百万円となり、これに
前年度繰越収支差額を加えた長期の収支均衡を
表す翌年度繰越収支差額は、マイナス207億 3
千 5百万円となりました。

●貸借対照表
　貸借対照表は、当年度末における資産・負債・
基本金及び収支差額の残高を示し、財政状態を
明らかにするとともに、教育研究に必要な資産
の保有状況を表示するものです。
　資産の部は、固定資産で689億 3 千万円とな
りました。有形固定資産は、土地で375億 3 千
1 百万円、建物で111億 7 千 7 百万円、構築物
で23億 1 千 9 百万円、教育研究用機器備品、管
理用機器備品、図書、車両及び建設仮勘定では
合計で63億 3 千 9 百万円を計上しました。
　特定資産では、キャンパス環境整備に向けた
第 2号基本金引当特定資産、奨学基金の充実に
向けた第 3号基本金引当特定資産、将来の退職
金支払いに充てる退職給与引当特定資産及び累
積する減価償却額の一部に充てる減価償却引当
特定資産、奨学制度の維持向上を目的とする基
金として新たに設定した奨学制度引当特定資産
の合計で83億 8 千 6 百万円を計上しました。
　その他の固定資産では、満期まで 1年超の仕
組定期預金を内容とする長期性預金、東京都環
境確保条例による温室効果ガス基準排出量に対
して本学の排出量が上回ることが予想されたた
め、削減が不足する分の排出量の権利を購入し
た排出クレジットに加え、多摩丘陵病院への施
設利用権、残存期間が 1年を超える長期保有の
有価証券などで、合計230億 1 千 2 百万円とな
りました。

　流動資産では、現金預金に加えて 1年以内に
換金もしくは回収可能な資産として143億 7 千
8 百万円を計上しました。
　以上の結果、資産の部は833億 8 百万円（対
前年度1.7％増）となりました。
　負債の部では、固定負債で建設資金に充てた
過年度長期借入金の返済残額、また長期未払金
に退職給与引当金を合わせて53億 9 千 6 百万円
となりました。
　流動負債では、短期借入金（長期借入金のう
ち翌年度返済を予定する額）、未払金（取引業
者への前年度事業経費の要支払額）、前受金（次
年度事業資金となる学納金等）、預り金（ 3月
分の社会保険料、国士舘大学教育後援会会費、
寮食費、高等学校修学旅行費など）を合わせて
56億円となり、負債の部合計では109億 9 千 6
百万円（対前年度6.0％減）となりました。
　純資産の部は、資産の取得を自己資本とする
基本金と繰越収支差額で構成されています。基

本金では、第 1号基本金として、施設にかか
る借入金の返済額及び土地・建物や機器備品
等の施設設備の購入額として876億 5 千 8 百
万円を計上しました。第 2号基本金では、キ
ャンパス環境整備に向けて40億円を計上し、
第 3号基本金では、国士舘奨学基金として 9
千 7百万円を計上しました。第 4号基本金で
は、恒常的に保持すべき資金として前年度同
額を計上し、基本金合計では、930億 4 千 6
百万円（対前年度3.2％増）となりました。
　また、繰越収支差額は、事業活動収支計算
書における翌年度繰越収支差額（当該年度ま
での収支差額の累積額）と同額で、マイナス
207億 3 千 5 百万円を計上し、基本金及び繰
越収支差額を合計した純資産の部は、723億
1 千 1 百万円（対前年度3.0％増）となりま
した。
　この結果、負債及び純資産の部の合計は資
産の部と同額の833億 8 百万円となりました。

授与式に参加した４人。田原学長（中央）を挟んで、前列左から
貝瀬氏、本田氏、小林氏、小口氏

名
誉
教
授
記　

６
人
に
授
与

� （単位：円）

教
育
活
動
収
支

事業活動
収入の部

科　　　目 予　　　算 決　　　算 差　　　異
学 生 生 徒 等 納 付 金 　15,815,096,000� 　15,755,271,210� 　59,824,790�
手 数 料 　388,273,000� 　397,950,390� �△�9,677,390�
寄 付 金 　87,841,000� 　92,427,403� �△�4,586,403�
経 常 費 等 補 助 金 　2,236,280,000� 　2,218,221,072� 　18,058,928�
付 随 事 業 収 入 　232,589,000� 　227,196,199� 　5,392,801�
雑 収 入 　889,826,000� 　969,343,926� �△�79,517,926�
教 育 活 動 収 入 計 　19,649,905,000� 　19,660,410,200� �△�10,505,200�

事業活動
支出の部

人 件 費 　9,066,834,000� 　9,098,534,821� �△�31,700,821�
教 育 研 究 経 費 　7,368,067,000� 　7,129,145,970� 　238,921,030�
管 理 経 費 　1,423,534,000� 　1,382,611,235� 　40,922,765�
徴 収 不 能 額 等 　56,600,000� 　67,618,310� �△�11,018,310�
教 育 活 動 支 出 計 　17,915,035,000� 　17,677,910,336� 　237,124,664�
教 育 活 動 収 支 差 額 　1,734,870,000� 　1,982,499,864� �△�247,629,864�

教
育
活
動
外
収
支

事業活動
収入の部

受 取 利 息・ 配 当 金 　172,899,000� 　173,340,951� �△�441,951�
その他の教育活動外収入 　0� 　0� 　0�
教 育 活 動 外 収 入 計 　172,899,000� 　173,340,951� �△�441,951�

事業活動
支出の部

借 入 金 等 利 息 　12,708,000� 　12,770,797� �△�62,797�
その他の教育活動外支出 　0� 　0� 　0�
教 育 活 動 外 支 出 計 　12,708,000� 　12,770,797� �△�62,797�
教 育 活 動 外 収 支 差 額 　160,191,000� 　160,570,154� �△�379,154�
経 常 収 支 差 額 　1,895,061,000� 　2,143,070,018� �△�248,009,018�

特
別
収
支

事業活動
収入の部

資 産 売 却 差 額 　10,000� 　10,000� 　0�
そ の 他 の 特 別 収 入 　48,933,000� 　45,084,856� 　3,848,144�
特 別 収 入 計 　48,943,000� 　45,094,856� 　3,848,144�

事業活動
支出の部

資 産 処 分 差 額 　5,000,000� 　74,604,816� �△�69,604,816�
そ の 他 の 特 別 支 出 　111,000� 　4,750,786� �△�4,639,786�
特 別 支 出 計 　5,111,000� 　79,355,602� �△�74,244,602�
特 別 収 支 差 額 　43,832,000� �△�34,260,746� 　78,092,746�
基本金組入前当年度収支差額 　1,938,893,000� 　2,108,809,272� �△�169,916,272�
基 本 金 組 入 額 合 計 �△�3,469,907,000� �△�2,947,066,576� �△�522,840,424�
当 年 度 収 支 差 額 �△�1,531,014,000� �△�838,257,304� �△�692,756,696�
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 �△�19,896,863,765� �△�19,896,863,765� 　0�
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 �△�21,427,877,765� �△�20,735,121,069� �△�692,756,696�

（参考）
事 業 活 動 収 入 計 　19,871,747,000� 　19,878,846,007� �△�7,099,007�
事 業 活 動 支 出 計 　17,932,854,000� 　17,770,036,735� 　162,817,265�

詳細はホームページに掲載しています
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流動資産
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機器備品・
図書

建物・構築物

長期借入金
ほか負債

土　　地

単位：億円

資産及び負債の推移（過年度５年間）

支出

47%47% 42%42%

6%6%
5%5%

24%24%

19%19%
4%4%

収支差額
21億円

53%53%
収入

学生生徒等
納付金
経常費等
補助金
受取利息・
配当金ほか
人件費
教育研究経費
管理経費ほか

収入総額　199億円
支出総額　178億円

令和６年度事業活動収支の割合

令和６年度 貸借対照表 令和７年３月31日

令和６年度 事業活動収支計算書（概略）
令和６年４月１日から令和７年３月31日まで

資産の部
科　　　目 本年度末 前年度末 増　　　減

固 定 資 産 　68,930,142,803� 　58,860,046,660� 　10,070,096,143�
有形固定資産 　37,531,186,079� 　38,143,855,688� �△�612,669,609�
土 地 　11,177,038,634� 　11,177,038,634� 　0�
建 物 及 び 構 築 物 　20,015,046,550� 　20,748,580,732� �△�733,534,182�
教育研究用機器備品 　1,017,825,867� 　978,411,354� 　39,414,513�
管 理 用 機 器 備 品 　142,243,745� 　48,007,369� 　94,236,376�
図 書 　5,156,624,274� 　5,165,208,590� �△�8,584,316�
車 両 　21,197,009� 　26,609,009� �△�5,412,000�
建 設 仮 勘 定 　1,210,000� 　0� 　1,210,000�
特 定 資 産 　8,386,330,000� 　5,879,330,000� 　2,507,000,000�
第２号基本金引当特定資産 　4,000,000,000� 　2,000,000,000� 　2,000,000,000�
第３号基本金引当特定資産 　97,042,000� 　90,042,000� 　7,000,000�
退職給与引当金特定資産 　2,000,000,000� 　2,000,000,000� 　0�
減価償却引当特定資産 　1,789,288,000� 　1,789,288,000� 　0�
奨学制度引当特定資産 　500,000,000� 　0� 　500,000,000�
その他の固定資産 　23,012,626,724� 　14,836,860,972� 　8,175,765,752�
借地権・電話加入権 　216,238,540� 　216,238,540� 　0�
有 価 証 券 　12,755,841,000� 　13,643,282,000� �△�887,441,000�
そ の 他 の 資 産 　10,040,547,184� 　977,340,432� 　9,063,206,752�

流 動 資 産 　14,378,231,122� 　23,042,075,610� �△�8,663,844,488�
現 金 預 金 　11,102,134,414� 　21,507,786,051��△10,405,651,637�
未 収 入 金 　767,759,257� 　883,780,517� �△�116,021,260�
貯 蔵 品 　59,454,091� 　67,637,628� �△�8,183,537�
有 価 証 券 　1,900,000,000� 　500,000,000� 　1,400,000,000�
前 払 金・ 仮 払 金 　46,713,925� 　80,732,449� �△�34,018,524�
別 段 預 金 ほ か 　502,169,435� 　2,138,965� 　500,030,470�
資産の部合計 　83,308,373,925� 　81,902,122,270� 　1,406,251,655�

負債の部� （単位：円）�
科　　　目 本年度末 前年度末 増　　　減

固 定 負 債 　5,396,624,526� 　5,832,672,643� �△�436,048,117�
長 期 借 入 金 　903,382,000� 　1,296,292,000� �△�392,910,000�
長 期 未 払 金 　22,410,380� 　31,666,100� �△�9,255,720�
退 職 給 与 引 当 金 　4,470,832,146� 　4,504,714,543� �△�33,882,397�

流 動 負 債 　5,600,207,740� 　5,866,717,240� �△�266,509,500�
短 期 借 入 金 　392,910,000� 　585,290,000� �△�192,380,000�
未 払 金 　1,120,493,626� 　1,302,524,263� �△�182,030,637�
前 受 金 　3,690,516,459� 　3,608,836,021� 　81,680,438�
預 り 金 　396,287,655� 　370,066,956� 　26,220,699�
負債の部合計 　10,996,832,266� 　11,699,389,883� �△�702,557,617�

純資産の部
科　　　目 本年度末 前年度末 増　　　減

基　　本　　金 　93,046,662,728� 　90,099,596,152� 　2,947,066,576�
第 １ 号 基 本 金 　87,658,620,728� 　86,718,554,152� 　940,066,576�
第 ２ 号 基 本 金 　4,000,000,000� 　2,000,000,000� 　2,000,000,000�
第 ３ 号 基 本 金 　97,042,000� 　90,042,000� 　7,000,000�
第 ４ 号 基 本 金 　1,291,000,000� 　1,291,000,000� 　0�

繰越収支差額 �△�20,735,121,069� �△19,896,863,765� �△�838,257,304�
翌年度繰越収支差額 �△�20,735,121,069� �△19,896,863,765� �△�838,257,304�
純資産の部合計 72,311,541,659 70,202,732,387 　2,108,809,272�

負債及び純資産の部合計 83,308,373,925 81,902,122,270 　1,406,251,655�
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令和 7 年５月１日現在
研究種目 氏名 所属 職名 研究課題

新
規
採
択

基盤研究（C） 仁藤　智子 文学部 教授 東アジアにおける日本古代王権の構造と権力表
象の研究―女帝と国家儀礼から―

基盤研究（C） 三浦　正広 法学部 教授 デジタル・ネットワーク社会における著作者契
約法理論の機能に関する比較法的研究

基盤研究（C） 和田　匡史 理工学部 教授 外部刺激による身体加温が体温調節リズムやス
トレスコントロールに与える影響の解明

基盤研究（C） 船渡　和男 体育学部 特別任用
教授

加齢に伴う人体形状と歩行機能を評価する試み：
相同モデル法と足底圧分布による定量化

基盤研究（C） 菊　幸一 体育学部 特別任用
教授

競技会との関係からみた青少年期における
Sport in Life の公共性に関する日独比較

基盤研究（C） 羽田　克彦 体育学部 教授 アスリートにおける疼痛認識不均衡の神経メカ
ニズム解明

基盤研究（C） 中島　剛 体育学部 准教授 高齢者の転倒を予防する新しい歩行機能訓練法
の開発

基盤研究（C） 河野　正 21世紀
アジア学部 講師 人民公社黎明期、華北村落の社会変容

基盤研究（C） 西村　亮彦 理工学部 准教授 漸進的な公共空間再生に効果的な社会実験のデ
ザイン手法に関する実践研究

基盤研究（C） 二井　昭佳 理工学部 教授 都市再生戦略としての水辺を核とした空間再編
の計画デザイン技術の体系化

継
続
課
題

基盤研究（C） 鈴木　裕之 法学部 教授 SNS によるアフリカ口頭伝承のグローバル化と
民族的アイデンティティ創出との関係性

基盤研究（C） 小久保　彰 理工学部 准教授 プログラミング教育を活用したマルチプラット
フォーム型防災教育カリキュラムの開発

基盤研究（C） 桜井　美加 文学部 教授 ロボット・アシステッド・セラピーによるロボッ
トの特性がヒトに及ぼす生理心理的効果

基盤研究（C） 桐越　仁美 文学部 准教授 西アフリカにおける女性・子どもの移動と移民
コミュニティによるケアの構造

若手研究 齊藤　紅葉 文学部 講師 明治後宮中における公家・武家融合を踏まえた
明治維新の再解釈－杉孫七郎を中心に

若手研究 神野　幸隆 文学部 准教授 「持続可能性」概念の具体化に基づく小・中社
会科における構築型 ESD 授業モデルの開発

若手研究 大久保　圭介 文学部 講師 日本人の父子関係におけるアタッチメントタイ
プの規定要因と発達的帰結の解明

基盤研究（Ｂ） 鈴木　佑記 政経学部 准教授 タイの「後住民」による先住民運動に関する人
類学的研究

基盤研究（Ｂ） 位田　達哉 理工学部 准教授 被災直後に構築できる革新的な建設型応急住宅
の生産システムの開発

基盤研究（Ｂ） 石野　裕子 文学部 教授 記憶する都市：ヨーロッパにおける場所とモノ
が語る「歴史」

特別研究員
奨励費 桑名　祐樹 政経学部 講師 現代日本における対立と格差の階層政治論に関

する計量社会学的研究

基盤研究（C）久保田　裕次 文学部 准教授 日清・日露戦争期日本の「南進」に関する多角
的研究

基盤研究（C） 小山　拓志 文学部 准教授 四国山岳地域における「疑似森林限界」の動態
と変遷史

基盤研究（C）小野瀬　倫也 文学部 教授 子どものプリコンセプションから始まる学びの
最適化を目指した理科授業デザインの研究

基盤研究（C） 松浦　孝明 文学部 教授 障害児の眼球運動向上トレーニングの開発と運
動技能向上に対する効果の検証研究

基盤研究（C） 清水　優菜 文学部 講師 統計不安の測定尺度開発と実態解明

基盤研究（C） 澤邉　正人 理工学部 教授 有限群論再生としての、群複体の幾何と表現の
研究

基盤研究（C） 都　城治 防災・救急救助
総合研究所 講師 鉄道駅で発生した心停止の発生状況と、バイス

タンダーによる救命処置の実態調査

基盤研究（C） 竹市　勝 政経学部 教授 捕捉動作プロセスにおける運動物体の認知・予
測エラーと捕捉の成否に関する研究

基盤研究（C） 後藤　貴浩 文学部 教授 地域におけるジュニアスポーツ指導者の生活実
践分析

基盤研究（C） 陳　洋明 体育学部 准教授 小学校体育科における投能力育成に向けた運動
領域横断カリキュラムの開発

若手研究 常木　麻衣 21世紀
アジア学部 講師 重りの分布から見る古代の経済活動

若手研究 大柳　良介 理工学部 講師 全地球炭素循環におけるマントルの役割を流体
―岩石平衡計算から解読する

若手研究 長名　シオン 体育学部 講師 ペプチド分解酵素による筋分化制御メカニズム
の解明

基盤研究（Ｂ） 乾　睦子 理工学部 教授 近代建築物を彩った日本の石：国産建築石材の
標本探索と破壊・非破壊分析

基盤研究（C） 菱刈　晃夫 文学部 教授 メランヒトンにおける「自然の光」説の受容と
発展に関する思想史的研究

基盤研究（C） 本山　雅弘 法学部 教授 知的財産権と憲法上の利用者利益との比較衡量
論の近時の発展と今後の展望

基盤研究（C） 堀口　朋亨 経営学部 教授 旧東欧社会主義諸国における同族経営の再興―
正統性がもたらす権限と機能に着目して―

基盤研究（C） 田中　重陽 体育学部 教授 スポーツ競技者の筋疲労前後およびその回復過
程における筋・腱の機能評価法の確立

基盤研究（C） 河野　寛 文学部 教授 幼少期における動脈粘弾性と体力の関係―横断
的・縦断的検討―

基盤研究（Ｂ） 福永　清貴 法学部 教授 「岸清一法律事務所訴訟記録」を起点とする法
の近代化と裁判の実相に関する実証的研究

基盤研究（C） 河先　俊子 21世紀
アジア学部 教授 日本大衆文化の開放が韓国の日本語教育に及ぼ

した影響

基盤研究（C） 本間　貴子 文学部 准教授 通常教育と知的障害教育の学びの連続性を実現
する教科横断型キャリア教育モデルの追究

基盤研究（C） 熊川　大介 体育学部 教授 スピードスケート選手における「新・世界で勝
つための目標体力水準」の構築

基盤研究（C） 林　一雅 法学部 准教授 学習環境における位置情報や行動情報の学習ロ
グ収集システムの開発

合計 45 件：新規採択 10 件、継続課題 35 件（うち転入 2 件）

　独立行政法人日本学術振興会から、令和7年度科学研究費助成
事業の研究種目別に交付決定があり、新規採択10件、継続課題35
件（うち転入２件）の計45件の研究課題に合わせて６２1２万7千円
の科研費が交付される。
　採択された研究課題は、下表のとおり。

45件に6212万円交付
令和７年度科学研究費助成事業

◆
資
料
提
供
の
お
願
い
◆

　
国
士
舘
に
関
す
る
資
料
や

情
報
の
ご
提
供
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
講
義
ノ

ー
ト
や
実
習
道
具
、
思
い
出

の
写
真
・
ア
ル
バ
ム
な
ど
、

学
生
時
代
の
資
料
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

【
ご
連
絡
先
】

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
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柴
田
会
舘
内

　
国
士
舘
史
資
料
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０　３（
３
４
１
８
）

２
６
９
１

　「
戦
後
80
年
」
そ
の
１

　
学
徒
出
陣
の
再
検
証

〇　５８　〇

地域住民の想いをカタチに

地域住民の願いに応え、
カフェ設計の協議を重ね
る学生ら

豪
徳
寺
カ
フ
ェ

オープンキャンパスで共感の母が依頼 ... 学生らと思考  設計・改築工事

南
泰
裕
教
授

風
間
久
仁
子
さ
ん

　
理
工
学
部
建
築
学
系
・
南
泰

裕
研
究
室
が
地
域
住
民
の
依
頼

を
受
け
て
カ
フ
ェ
の
設
計
に
携

わ
っ
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
端
は
、

近
隣
住
民
の
風
間
久
仁
子
さ
ん

が
抱
い
た
「
母
と
し
て
子
ど
も

た
ち
に
挑
戦
す
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姿
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見
せ
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」
と
い
う
想
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だ
っ
た
。
風

間
さ
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は
、
息
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参
加
し
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オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
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で
共
感

を
覚
え
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南
研
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門
を
た

た
き
、
ず
っ
と
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だ
っ
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自

宅
１
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改
築
し
地
域
交
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拠
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と
な
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カ
フ
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し
た
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先
生
だ
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は
な
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学
生
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挑
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し
た
い
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い
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考
え
を
南
教
授
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伝
え
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構
想
を
聞
い
た
南
教
授
は
快

諾
。
学
生
ら
と
昨
年
1２
月
ま
で

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、
基
本

設
計
が
完
成
し
た
。
５
月
に
は

解
体
工
事
が
始
ま
り
、
８
月
の

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
改
築
工
事

は
着
々
と
進
ん
で
い
る
。
店
名

は
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」
に
決
ま
り
、
地

域
交
流
の
場
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
大
学
・
地
域
の
連
携
の
場

と
し
て
も
期
待
さ
れ
る
。

　
南
教
授
は
「
学
生
た
ち
が
地

域
住
民
と
直
接
関
わ
り
、
設
計

の
過
程
を
体
験
す
る
こ
と
で
、

社
会
に
対
す
る
責
任
感
や
建
築

家
と
し
て
の
使
命
感
を
深
め
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

理工学部・南研究室の挑戦

阿
部
元

教
授　
日
本
学
士
院
賞
を
受
賞
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「
大
原
孫
三
郎
氏
の
功
績

社
会
貢
献
事
業
」を
解
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第
１
１
８
７
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本
学
士

院
総
会
が
３
月
1２
日
に
開
催

さ
れ
、
政
経
学
部
元
教
授
・

阿
部
武
司
氏
の
日
本
学
士
院

賞
受
賞
が
決
定
し
た
。
著
書

『
日
本
綿
業
史
―
徳
川
期
か

ら
日
中
開
戦
ま
で
』
の
研
究

が
、
ア
ジ
ア
で
の
近
代
日
本

綿
業
の
意
義
を
見
直
す
画
期

的
な
業
績
と
評
価
さ
れ
た
。

６
月
10
日
に
は
東
京
・
上
野

で
天
皇
陛
下
ご
臨
席
の
下
、

第
１
１
５
回
授
賞
式
が
挙
行

さ
れ
た
。
同
賞
は
、
明
治
44

年
の
日
本
学
士
院
創
設
よ
り

続
く
も
の
で
、
日
本
の
学
術

賞
と
し
て
最
も
権
威
あ
る
賞

と
さ
れ
て
い
る
。

　
受
賞
を
記
念
し
て
６
月
２６

日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
34

号
館
Ｂ
２
０
３
教
室
で
記
念

講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
（
写

真
）。題
目
は「
起
業
家
大
原

孫
三
郎
の
社
会
貢
献
事
業
」。

  

ハ
イ
パ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
に
熱
視
線

震度５強 授業中に迅速避難
 学生・生徒・教職員3000人訓練

模
擬
法
廷
室
で
本
番
さ
な
が
ら

の
裁
判
を
体
験
す
る
生
徒
た
ち

　
消
防
官
を
志
望
す
る
法
学

部
の
学
生
７
人
が
４
月
２5

日
、
東
京
消
防
庁
世
田
谷
消

防
署
お
よ
び
第
三
消
防
方
面

本
部
消
防
救
助
機
動
部
隊

（
ハ
イ
パ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
）

の
施
設
見
学
を
行
っ
た
。

　
世
田
谷
消
防
署
で
は
訓
練

の
様
子
を
見
学
し
、
同
署
で

働
く
卒
業
生
か
ら
話
を
聞
い

た
。
Ｎ
Ｂ
Ｃ
（
核
、
生
物
、

化
学
物
質
）災
害
を
は
じ
め
、

テ
ロ
災
害
な
ど
に
備
え
た
ハ

イ
パ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
で

は
、
装
備
資
器
材
や
特
殊
車

両
が
紹
介
さ
れ
、
学
生
た
ち

は
通
常
と
は
異
な
る
高
度
な

装
備
や
先
進
的
な
資
器
材
に

目
を
輝
か
せ
た
。
随
所
で
質

疑
応
答
の
時
間
が
設
け
ら

れ
、
具
体
的
な
救
助
事
例
や

装
備
の
使
用
方
法
に
関
す
る

質
問
が
飛
び
交
い
、
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
た
。

　
法
学
部
で
は
、
こ
の
ほ
か

　
メ
デ
ィ
ア
で
も
盛
ん
に
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
通
り
今

年
は
「
戦
後
80
年
」
の
年
に

あ
た
る
。
太
平
洋
戦
争
の
体

験
者
も
少
な
く
な
る
な
か
、

先
の
戦
争
を
振
り
返
り
再
考

し
よ
う
と
す
る
意
識
が
高
ま

っ
て
い
る
。
戦
時
統
制
下
に

お
い
て
は
国
士
舘
も
当
然
、

大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
修

業
年
限
短
縮
、
勤
労
動
員
、

学
徒
出
陣
な
ど
の
ほ
か
、
昭

和
２0
（
１
９
４
５
）
年
５
月

に
は
戦
災
に
よ
る
校
舎
焼
失

も
経
験
し
た
。
戦
禍
で
学
籍

名
簿
類
な
ど
の
重
要
記
録
を

失
っ
た
本
学
に
と
っ
て
、
こ

の
時
期
の
状
況
を
知
る
こ
と

は
難
し
い
。
今
回
、
学
徒
出

陣
の
壮
行
会
と
推
定
す
る
写

真
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

昭
和
18
年
の
学
内
状
況
の
再

検
討
を
試
み
る
。

　
昭
和
1６
年
度
以
降
、
兵
員

増
強
と
労
働
力
確
保
の
た

め
、
高
等
教
育
機
関
等
の
修

業
年
限
短
縮
が
実
施
さ
れ

た
。
昭
和
17
年
３
月
の
卒
業

予
定
者
は
３
カ
月
短
縮
に
、

次
い
で
昭
和
18
年
３
月
卒
業

者
か
ら
は
６
カ
月
短
縮
と
な

り
、
繰
上
卒
業
の
措
置
が
取

ら
れ
た
。
国
士
舘
専
門
学
校

で
も
昭
和
18
年
９
月
、
繰
上

卒
業
が
行
わ
れ
、「
文
部
省

年
報
」
に
よ
れ
ば
卒
業
生
48

も
の
で
、
軍
事
教
練
の
成
果

な
ど
が
披
露
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
11
月
２２
日
、
学
内

壮
行
会
が
剣
道
場
で
挙
行
さ

れ
た
と
推
定
す
る（
写
真
）。

写
真
に
は
、
出
征
旗
を
肩
口

か
ら
袈
裟
懸
け
に
し
て
整
列

す
る
専
門
学
校
生
の
姿
も
み

え
る
。
こ
の
と
き
入
隊
す
る

専
門
学
校
生
に
は
「
卒
業
仮

証
書
」
が
手
渡
さ
れ
た
（
本

紙
第
５
３
２
号
）。
西
山
伸

氏
に
よ
れ
ば
、
在
学
者
に
占

め
る
1２
月
入
隊
者
の
割
合

は
、
京
都
帝
国
大
学
６5
％
、

専
修
大
学
６1
％
、
専
修
大
学

専
門
部
3６
％
で
あ
っ
た
と
す

る
（
西
山
『
検
証
学
徒
出
陣
』

99
頁
）。
主
に
大
学
入
学
の

適
齢
18
歳
に
対
し
専
門
学
校

は
1６
歳
で
あ
っ
た
か
ら
、
徴

集
対
象
者
の
割
合
に
は
学
校

組
織
に
よ
っ
て
差
異
が
表
れ

て
い
る
。「
文
部
省
年
報
」

に
よ
れ
ば
、
国
士
舘
専
門
学

校
１
～
３
年
次
の
在
学
者
数

は
４
１
８
名
で
、
専
修
大
学

専
門
部
と
同
程
度
と
仮
定
す

れ
ば
、
多
く
の
学
生
が
入
隊

し
た
可
能
性
が
あ
る
。
当
室

蔵
の
資
料
か
ら
は
、
昭
和
18

年
に
入
学
し
た
鈴
木
克
忠
は

満
２0
歳
に
達
し
た
た
め
、
１

年
次
で
徴
集
さ
れ
た
事
例
も

確
認
で
き
る
。

　
陸
軍
入
隊
日
の
1２
月
１
日

ま
で
、
学
友
と
共
に
過
ご
し

た
専
門
学
校
生
も
い
た
。
大

講
堂
前
で
の
記
念
写
真
に
は

撮
影
日
と
共
に
「
国
家
な
く

し
て
学
問
な
し
」と
記
さ
れ
、

そ
の
覚
悟
が
う
か
が
え
る

（『
百
年
史
　
通
史
編
』
口

絵
所
収
）。

　
昭
和
18
年
10
月
以
降
、
学

内
は
学
徒
出
陣
に
慌
た
だ
し

く
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
国
士
舘
史
資
料
室

�

熊
本
　
好
宏
）

　
本
学
と
国
士
舘
中
学
・
高

等
学
校
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
中
高
大
接
続
行
事
が

全
学
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
国
士
舘
中
学
校
３
年
生
を

対
象
と
し
た
体
験
授
業
の
一

環
と
し
て
、
５
月
10
日
、
法

学
部
の
吉
開
多
一
教
授
指
導

の
下
、
模
擬
裁
判
が
実
施
さ

れ
た
。
生
徒
ら
は
、
裁
判
官

役
、
被
告
役
、
検
察
役
に
分

か
れ
、
本
番
さ
な
が
ら
の
緊

張
感
の
な
か
積
極
的
に
弁
論

し
、
法
律
へ
の
新
た
な
視
野

を
広
げ
理
解
を
深
め
た
。

　
５
月
２3
日
に
は
、
国
士
舘

高
校
３
年
生
を
対
象
と
し
た

学
部
・
学
科
見
学
会
の
一
環

と
し
て
、
３
人
の
生
徒
が
理

工
学
部
基
礎
理
学
系
・
乾
睦

子
研
究
室
の
授
業
を
体
験
。

　
本
学
は
防
災
避
難
訓
練
を

５
月
13
日
に
町
田
キ
ャ
ン
パ

ス
、
同
２２
日
に
は
世
田
谷
キ

ャ
ン
パ
ス
（
世
田
谷
本
部
校

舎
）で
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
。

　
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
訓

練
で
は
、
学
生
、
生
徒
、
教

職
員
約
３
０
０
０
人
を
対
象

に
、
11
時
２5
分
に
震
度
５
強

の
地
震
が
首
都
圏
を
襲
っ
た

と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
、
授

業
中
の
学
生
・
生
徒
が
教
職

員
の
誘
導
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

避
難
。
職
員
ら
は
放
送
設
備

が
使
用
で
き
な
い
こ
と
を
想

定
し
、
大
型
メ
ガ
ホ
ン
な
ど

を
使
っ
て
学
生
に
整
列
を
呼

び
か
け
、
避
難
人
数
の
把
握

訓
練
も
行
っ
た
。

　
本
学
統
括
防
火
・
防
災
管

理
者
の
山
根
潤
法
人
事
務
局

長
は
「
発
災
時
は
交
通
機
関

の
運
行
状
況
や
周
辺
の
被
害

状
況
を
踏
ま
え
、
帰
宅
す
る

か
、
学
園
内
に
と
ど
ま
る
か

の
判
断
を
す
る
こ
と
に
な

る
。
各
自
、
自
宅
ま
で
の
距

国士舘  中・高・大が一体  「接続」行事

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
セ
ブ
ラ
ス
マ
ル
大
か
ら
初

短
期
研
修
生
２
人
受
け
入
れ

離
や
経
路
を
確
認
す
る
な

ど
、
適
切
な
対
策
を
講
じ
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

東
京
消
防
庁
世
田
谷
消
防
署

の
宮
島
和
行
予
防
課
長
は
講

評
で
、
全
国
的
に
自
然
災
害

や
山
火
事
が
多
発
し
て
い
る

こ
と
に
触
れ
、「
一
人
一
人

が
災
害
に
対
す
る
意
識
を
常

に
も
つ
こ
と
で
、
被
害
は
最

小
限
に
抑
え
ら
れ
る
」
と
日

ご
ろ
か
ら
の
備
え
を
訴
え
た
。

名
を
送
り
出
し
た
。

　
次
い
で
昭
和
18
年
10
月
２

日
公
布
の
勅
令
第
７
５
５
号

で
、
在
学
中
の
兵
役
徴
集
猶

予
措
置
が
停
止
さ
れ
、
満
２0

歳
以
上
の
学
徒
は
卒
業
を
待

た
ず
に
戦
地
に
赴
く
こ
と
に

な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
学
徒

出
陣
」
の
開
始
で
あ
る
。
徴

集
対
象
の
学
徒
は
、
各
本
籍

地
で
10
月
２5
日
か
ら
11
月
５

日
の
間
に
臨
時
徴
兵
検
査
を

受
け
た
後
、
陸
軍
に
は
1２
月

１
日
、
海
軍
に
は
1２
月
10
日

の
入
隊
と
定
め
ら
れ
た
。

　
10
月
２1
日
に
は
、
雨
天
の

な
か
明
治
神
宮
外
苑
競
技
場

（
現
・
国
立
競
技
場
）
で
出

陣
学
徒
壮
行
会
が
挙
行
さ

れ
、
国
士
舘
専
門
学
校
生
も

参
加
し
た
。

そ
し
て
11
月

２0
日
、
国
士

舘
で
は
全
学

を
挙
げ
て
出

陣
学
徒
壮
行

大
練
成
大
会

を
実
施
す
る

（
本
紙
第
５

０
２
号
）。

練
成
大
会
は

通
例
の
運
動

会
に
代
わ
る

防災避難訓練でグラウンドに避難した学生らの
人数確認作業＝世田谷キャンパス

　
本
学
の
協
定
校
で
あ
る
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
セ
ブ
ラ
ス
マ

ル
大
学
か
ら
、
初
の
短
期
研

修
生
と
な
る
学
生
２
人
が
来

日
し
、
２1
世
紀
ア
ジ
ア
学
部

と
理
工
学
部
で
そ
れ
ぞ
れ
２

週
間
の
研
修
を
体
験
し
た
。

　
２1
世
紀
ア
ジ
ア
学
部
で
は

５
月
７
日
か
ら
２1
日
に
か
け

て
ア
リ
ヤ
・
ダ
ネ
ン
ド
ラ
・

ク
ル
ニ
ア
・
デ
ィ
プ
ラ
ジ
ャ

さ
ん
が
、
ジ
ャ
ク
フ
ァ
ル
・

イ
ド
ル
ス
ゼ
ミ
の
学
生
ら
と

共
に
学
ん
だ
ほ
か
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語
を
履
修
す
る
学
生

ら
と
交
流
を
深
め
た
。

　
理
工
学
部
の
大
髙
敏
男
研

究
室
で
は
、
７
月
１
日
か
ら

15
日
に
か
け
て
、
カ
ス
ト
ゥ

リ
ア
・
ウ
ィ
ラ
・
ア
マ
リ
ズ

さ
ん
を
受
け
入
れ
た
。
工
業

産
業
を
学
ん
で
い
る
カ
ス
ト

ゥ
リ
ア
さ
ん
は
、
理
工
学
部

教
員
の
特
別
講
義
、
学
生
ら

と
の
文
化
交
流
、
製
造
業
の

工
場
見
学
な
ど
多
様
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
日
本
の

先
進
技
術
や
文
化
に
つ
い
て

学
ん
だ
。

　
カ
ス
ト
ゥ
リ
ア
さ
ん
は

「
皆
さ
ん
が
温
か
く
迎
え
て

く
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今

回
の
研
修
で
日
本
の
製
造
技

術
の
高
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。
ま
た
、
日
本
の
伝
統
文

化
に
も
触
れ
、
学
生
た
ち
と

の
交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
、

有
意
義
な
２
週
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
滞

在
期
間
中
の
成
果
を
述
べ
た
。

　
今
回
の
受
け
入
れ
実
現
を

契
機
に
、
協
定
校
と
の
連
携

に
よ
る
学
生
交
流
の
活
性
化

を
一
層
推
進
し
て
い
く
。

陽圧式防護服を着装する
消防官を志す学生

阿
部
氏
は
倉
敷
紡
績
（
ク
ラ

ボ
ウ
）
の
２
代
目
社
長
で
ク

ラ
レ
創
始
者
の
大
原
孫
三
郎

に
よ
る
功
績
と
社
会
貢
献
事

業
、
ま
た
大
原
家
の
現
在
ま

で
続
く
社
会
貢
献
活
動
が
日

本
社
会
に
与
え
た
影
響
に
つ

い
て
講
演
し
た
。
受
賞
に
つ

い
て
は
「
在
任
中
の
コ
ロ
ナ

禍
、
図
書
館
や
学
術
研
究
支

援
課
を
は
じ
め
多
く
の
方
々

の
助
け
を
借
り
今
回
の
本
を

執
筆
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

大
学
の
サ
ポ
ー
ト
に
大
変
感

謝
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

生
徒
ら
は
、
学
生
ら
と
共
に

デ
ー
タ
の
収
集
か
ら
地
図
の

作
製
ま
で
一
連
の
作
業
を
行

い
、
理
工
学
部
で
の
専
門
的

な
学
び
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら

ま
せ
た
。

　
本
行
事
は
、
共
通
の
教
育

理
念
の
も
と
に
あ
る
中
・
高

と
本
学
が
連
携
を
強
め
、中
・

高
生
徒
へ
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で

実
施
し
て
い
る
。

に
も
警
察
官
や
消
防
官
を
目

指
す
学
生
に
関
連
施
設
の
見

学
や
現
役
隊
員
の
話
を
聞
く

機
会
を
設
け
、
職
業
観
の
醸

成
を
図
っ
て
い
る
。

体験授業で学部イメージ膨らます

世
田
谷
消
防
署
な
ど  

法
学
部
生
が
見
学

歓
送
会
で
別
れ
を
惜
し
む
カ
ス
ト
ゥ
リ
ア
さ
ん

（
中
央
）
と
大
髙
研
究
室
の
学
生
ら

学徒出陣の学内壮行会
（推定昭和18年11月22日）

測
量
を
行
う
高
校
の
生
徒

　
　gotokuji cafe “piece of peace”
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令和 ７年度事業計画学校法人国士舘

学校法人国士舘の規模等の概要 （令和 ７年 ６月₁日現在）

　
本
年
度
の
事
業
計
画
は
、「
学
校
法
人

国
士
舘
第
３
次
中
長
期
事
業
計
画
」
の
初

年
度
に
あ
た
り
、
当
該
計
画
と
連
動
し
た

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
国
士

舘
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
整
備
計
画
」
の
10
年

３
期
の
フ
ェ
ー
ズ
の
う
ち
第
１
フ
ェ
ー
ズ

（
新
校
舎
（
仮
称
）
梅
棟
、中
学
校
校
舎
、

建
学
の
森
）
の
建
築
設
計
事
業
段
階
と
も

な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
主
体
に
加
え
た

事
業
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
も

増
し
て
、
法
人
と
数
学
が
一
致
団
結
、
一

致
協
力
し
て
、
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
１
）キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
整
備
計
画
の
推
進

　（
仮
称
）
梅
棟
の
基
本
設
計
・
実
施
設

計
お
よ
び
施
工
会
社
の
決
定
、
中
学
校
校

舎
の
整
備
に
係
る
与
条
件
整
理
お
よ
び
設

計
会
社
の
選
定
・
決
定
、
建
学
の
森
の
再

整
備
に
係
る
与
条
件
整
理
、
フ
ェ
ー
ズ
２

以
降
の
設
計
会
社
選
定
に
向
け
た
与
条
件

整
理
お
よ
び
移
転
計
画
の
詳
細
検
討

（
２
）
施
設
・
整
備

〔
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
〕
梅
ヶ
丘
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
器
の
リ
プ
レ
イ
ス
、
梅
ヶ
丘
無

線
環
境
の
リ
プ
レ
イ
ス
、
メ
イ
プ
ル
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
内
照
明
設
備
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

更
新
、
ス
カ
イ
コ
ー
ト
の
修
繕
、
中
央
図

書
館
照
明
設
備
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
多
目
的
ホ
ー
ル

除
く
）
の
更
新
、
柴
田
会
舘
１
・
３
・
４

階
空
調
機
の
更
新

〔
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
〕
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス

内
外
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
更
新
、
野
球
場
内
野
部

分
の
更
新

〔
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
〕
食
堂
棟
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
器
具
の
更
新
、
体
育
館
棟
（
体
操
場
、

多
目
的
フ
ロ
ア
、
共
有
部
分
）
照
明
設
備

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
更
新
、
体
育
館
棟
３
階
ア
リ
ー

ナ
１
・
２
、
武
道
棟
２
階
剣
道
場
ル
ー
バ

ー
窓
仕
様
の
変
更
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
下

水
管
配
管
の
修
繕
、
18
号
館
ト
イ
レ
・
給

湯
室
の
換
気
扇
の
更
新
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ

ス
調
整
池
の
改
修
、
調
整
池
の
堆
積
汚
泥

の
処
分
、
18
号
館
裏
側
（
尾
根
幹
線
側
）

駐
輪
場
の
延
長
工
事
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

内
空
調
機
の
清
浄

〔
多
摩
南
野
キ
ャ
ン
パ
ス
〕
尾
根
幹
線
明

大
中
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
側
の
擁
壁
更
新
工
事

〔
全
キ
ャ
ン
パ
ス
共
通
〕
端
末
室
Ｐ
Ｃ
シ

ス
テ
ム
の
リ
プ
レ
イ
ス
、
学
内
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
更
新
、
研
究
室
Ｐ

Ｃ
の
リ
プ
レ
イ
ス
、
事
務
系
フ
ァ
イ
ル
サ

ー
バ
の
リ
プ
レ
イ
ス
、
人
事
給
与
シ
ス
テ

ム
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
対
応

〔
各
キ
ャ
ン
パ
ス
法
令
是
正
工
事
〕

（
３
）
防
火
・
防
災
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

　
防
火
対
象
建
物
の
定
期
点
検
、
自
衛
消

防
班
員
の
個
別
訓
練
、
全
キ
ャ
ン
パ
ス
で

の
避
難
訓
練
の
実
施
、
防
災
資
機
材
や
備

蓄
品
の
補
充
、更
新
・
入
替
計
画
の
策
定
、

「
防
災
機
器
点
検
日
」
で
の
点
検
実
施
、

地
震
時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
・

資
料
編
の
更
新
、
各
棟
・
建
物
の
冷
暖
房

機
器
お
よ
び
照
明
機
器
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
の
推
進
、
合
同
避
難
訓
練
等
の
立
案
・

策
定
・
実
施
、防
災
関
連
協
定
等
の
見
直
し

（
４
）
管
理
・
運
営

　
法
人
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
、
業
務
効
率

化
と
組
織
改
編
、周
年
事
業
募
金
の
推
進
、

記
念
式
典
・
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
の
開

催
、
信
用
格
付
の
受
審
、
監
査
業
務
の
促

進
、
労
働
時
間
の
適
正
化
、
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
の
推
進
、
国
士
舘
史
関
連
事
業
の

推
進

　
国
士
舘
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
整
備
計
画
の

実
行
と
イ
ン
フ
レ
の
影
響
に
よ
る
支
出
増

加
が
見
込
ま
れ
る
現
状
を
踏
ま
え
、
収
容

定
員
確
保
と
収
支
均
衡
を
前
提
に
、
経
費

節
減
お
よ
び
投
資
す
べ
き
事
業
へ
の
選
択

的
予
算
付
与
並
び
に
次
項
に
掲
げ
る
取
組

み
等
に
よ
っ
て
安
定
的
な
収
支
バ
ラ
ン
ス

の
維
持
と
財
務
基
盤
の
強
化
を
行
い
、
国

士
舘
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
整
備
計
画
を
強
力

に
推
進
す
る
と
い
う
全
体
方
針
の
下
で
、

令
和
７
年
度
予
算
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
国
士
舘
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
整
備
を

実
現
す
る
財
務
基
盤
の
強
化

　
経
常
収
支
差
額
の
黒
字
化
、
資
金
計
画

の
更
新
、
支
払
資
金
の
確
保
と
特
定
資
産

の
繰
入
、
運
用
資
産
の
増
加

（
２
）
予
算
編
成
方
針
の
見
直
し
と
予
算

決
算
差
異
の
縮
小

（
３
）
多
様
な
財
源
の
確
保

　
受
取
利
息
・
配
当
金
の
増
加
、
募
金
活

動
の
推
進
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
資
源
の
活
用

に
よ
る
財
源
の
確
保
、
私
立
大
学
等
改
革

総
合
支
援
事
業
の
継
続
採
択
お
よ
び
新
規

採
択
の
推
進

シ
ョ
ニ
ン
グ
管
理
サ
ポ
ー
ト
、〔
理
工
学

部
〕情
報
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
系
科
目（
演

習
・
実
験
）
の
編
成
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

編
の
促
進
、〔
法
学
部
〕
産
官
（
企
業
・

行
政
機
関
）
と
連
携
し
た
授
業
の
推
進
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
編
の
促
進
、〔
文
学
部
〕

３
学
科
４
コ
ー
ス
制
へ
の
改
組
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
改
編
、
入
学
前
教
育
の
促
進
、

〔
21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部
〕
副
専
攻
制
度
の

推
進
、
サ
ッ
カ
ー
指
導
者
ラ
イ
セ
ン
ス
資

格
取
得
講
座
開
講
の
促
進
、〔
経
営
学
部
〕

日
本
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
協
会
の
寄

附
講
座
を
編
成
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ 

Ｌ
＆
Ｒ 

Ｉ
Ｐ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
受
験
の
促
進

（
３
）
大
学
院
の
取
組

〔
大
学
院
全
体
の
取
組
〕
大
学
院
各
研
究

科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
特
色
・
取
得
可
能
資

格
等
に
関
す
る
情
報
の
発
信
強
化
、
大
学

院
等
改
革
に
基
づ
く
各
種
計
画
の
公
表
・

実
行
、〔
政
治
学
研
究
科
〕「
特
定
課
題
研

究
コ
ー
ス
」
の
編
成
、〔
経
済
学
研
究
科
〕

修
了
生
と
の
交
流
促
進
、〔
経
営
学
研
究

科
〕「
特
定
課
題
研
究
コ
ー
ス
」
の
編
成
、

集
中
講
義
・
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
導
入
、

〔
ス
ポ
ー
ツ
・
シ
ス
テ
ム
研
究
科
〕
博
士

課
程
修
了
者
の
任
用
制
度
整
備
の
促
進
、

〔
救
急
シ
ス
テ
ム
研
究
科
〕
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
改
編
、学
位
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
定
、

授
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、〔
工
学
研
究
科
〕

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
、
博
士
課
程
プ

ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
入
試
体
制
の
整
備
、〔
法

学
研
究
科
〕
新
コ
ー
ス
制
度
の
導
入
、
新

コ
ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
・
公
表
、

〔
総
合
知
的
財
産
法
学
研
究
科
〕留
学
生
・

専
攻
外
学
生
の
受
講
拡
大
、
授
業
の
セ
メ

ス
タ
ー
化
の
促
進
、〔
人
文
科
学
研
究
科
〕

特
別
支
援
教
育
の
関
連
科
目
新
設
、
専
門

外
学
生
の
受
講
拡
大
、
授
業
の
セ
メ
ス
タ

ー
化
の
促
進
、〔
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ジ
ア
研

究
科
〕
21
ア
ジ
ア
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

編
成
と
の
つ
な
が
り
の
明
確
化

（
４
）
附
置
研
究
所
の
取
組

〔
防
災
・
救
急
救
助
総
合
研
究
所
〕
無
人

航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）・
小
型
重
機
操
縦

資
格
講
習
の
促
進
、救
急
救
命
研
修
団（
エ

ジ
プ
ト
国
）
の
受
入
、〔
ウ
エ
ル
ネ
ス
・

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
〕「
大
谷
戸
プ
レ
ー

パ
ー
ク
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
」・「
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
フ
レ
イ

ル
予
防
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
実
施
、〔
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
〕
イ
ラ
ク

古
代
文
化
研
究
所
収
蔵
物
の
情
報
公
開
の

促
進

（
５
）
学
生
支
援

①
学
生
支
援
体
制
の
拡
充

　
障
が
い
学
生
支
援
室
の
設
置
、
留
学
生

支
援

②
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
充
実

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進
、
就
職
活

動
支
援
の
拡
充

③
救
命
処
置
の
知
識
と
技
術
の
普
及

④
感
染
症
防
止
対
策
の
促
進

（
６
）
キ
ャ
ン
パ
ス
地
域
・
社
会
貢
献

①
地
域
交
流
の
推
進

②
地
域
防
災
活
動

③
大
宰
府
市
と
の
交
流
促
進

④
地
域
連
携
・
社
会
貢
献
推
進
セ
ン
タ
ー

の
事
業
の
推
進
　
　
　
　

　
世
田
谷
区
と
の
連
携
事
業
の
促
進
、
世

田
谷
区
立
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

推
進

（
７
）
広
報
活
動

　
高
校
生
お
よ
び
保
護
者
へ
の
広
報
強

化
、
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
刷
新
に
即
し
た

情
報
発
信
の
強
化

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
、
体
育
施

設
の
充
実
、
高
大
接
続
行
事
の
充
実
、
内

部
進
学
制
度
の
充
実
、
中
高
一
貫
教
育
の

拡
充
、
教
員
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
早
期

化
、
持
ち
コ
マ
数
の
最
適
化
、
入
試
広
報

の
推
進
、
教
育
環
境
広
報
の
推
進

■各キャンパスの土地面積
　世田谷　５６,831㎡、町田　９0,202㎡、多摩　1６0,74９㎡、国士舘楓の杜　42,33５㎡、多摩南野　21,1９4㎡　　計371,311㎡
■設置する学校　（　）内は修学キャンパス
　国士舘大学（世田谷・町田・多摩）＝大学院、政経学部、体育学部、理工学部、法学部、文学部、

21世紀アジア学部、経営学部
　国士舘高等学校（世田谷）＝全日制課程、定時制課程
　国士舘中学校（世田谷）

■役員・教職員の概要
　役　員　等：理事・監事・評議員 計  28人
　専 任 教 員：大学314人、高等学校５4人、中学校12人 計380人
　非常勤教員：大学５９５人、高等学校22人、中学校 2 人 計６1９人
　専 任 職 員：法人６2人、大学11９人、高等学校 3 人、中学校 1 人 計18５人

■学生・生徒数
　国士舘大学大学院 314人
　国士舘大学 12,５77人
　国士舘高等学校 1,113人
　国士舘中学校 1９7人
　計 14,201人

（
１
）
教
育
・
研
究

①
数
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
体
制
の
強
化

②
現
代
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
学
位
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
構
築

③
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

④
副
専
攻
制
度
の
推
奨

⑤
分
野
・
学
部
等
を
超
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
編
成
の
推
進

⑥
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
教
育
支
援

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
環
境
整
備
お
よ
び
教
育
支
援

へ
の
活
用
、
大
学
教
務
系
シ
ス
テ
ム
の
充

実
・
拡
張

⑦
学
生
の
成
長
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
学
修
成

果
の
可
視
化

⑧
Ｉ
Ｒ
機
能
の
強
化

⑨
中
途
退
学
者
の
抑
制

⑩
教
育
研
究
の
質
保
証

　
Ｆ
Ｄ
の
推
進
、
Ｓ
Ｄ
の
推
進

⑪
教
育
活
動
の
可
視
化

⑫
高
大
接
続
の
連
携
強
化

⑬
研
究
支
援
の
推
進

⑭
町
田
ア
ス
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
開
設

⑮
図
書
館
利
用
の
促
進

⑯
国
際
交
流
の
推
進

　
交
換
留
学
の
促
進
、
長
期
語
学
留
学
お

よ
び
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
化
、
新
規
協
定
校
の
開
拓

⑰
教
員
評
価
基
準
・
制
度
の
構
築

⑱
入
学
者
選
抜
運
営
の
点
検
・
評
価

⑲
外
部
評
価
の
実
施

（
２
）
各
学
部
の
取
組

〔
政
経
学
部
〕カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
、

現
代
社
会
に
求
め
ら
れ
る
人
材
育
成
、
学

生
の
海
外
留
学
志
向
を
取
り
入
れ
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
改
革
、〔
体
育
学
部
〕
学
生

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
、
ク
ラ
ブ
活

動
の
練
習
環
境
の
整
備
、
学
生
個
々
の
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
チ
ェ
ッ
ク
お
よ
び
コ
ン
デ
ィ

　
主
な
教
育・研
究
事
業
　

詳細はホームページに
掲載しています

【
新
聞
】

●
「
新
学
長
に
聞
く
２
０
２
５

（
３
）
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
科
学
に
重

点
」
に
、
田
原
淳
子
学
長
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
が
掲
載
（
日
刊
工
業
新

聞
６
月
５
日
）

●
「
複
雑
化
す
る
保
護
者
対
応 

小
１
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
そ
の
後
の

明
暗
分
け
る
？
」
に
お
い
て
、
体

育
学
部
の
喜
名
朝
博
教
授
の
コ
メ

ン
ト
が
掲
載
（
教
育
新
聞
６
月
２

日
）

●
「
福
岡
で
も
被
害
11
億
円
超 

急
増
す
る
警
察
官
装
う
偽
電
話
詐

欺
の『
魔
法
の
手
口
』」に
お
い
て
、

マ
ス
コ
ミ

　
　
を
追
う

21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部
４
年

�

加
藤
　
梨
瀬

　
21
世
紀
ア
ジ
ア
学
科
の
ジ

ャ
ク
フ
ァ
ル
・
イ
ド
ル
ス
ゼ

ミ
で
は
、
多
文
化
・
多
民
族
・

多
信
仰
・
多
言
語
が
共
存
す

る
東
南
ア
ジ
ア
を
研
究
対
象

と
し
て
い
ま
す
。
政
治
学
・

東
南
ア
ジ
ア
地
域
研
究
・
ジ

ャ
ワ
文
化
を
専
門
と
す
る
ジ

ャ
ク
フ
ァ
ル
教
授
の
下
、「
東

南
ア
ジ
ア
と
は
ど
の
よ
う
な

世
界
な
の
か
」
を
問
い
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
学
生
の
研
究
テ
ー
マ
は
非

常
に
幅
広
く
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
、

ス
ポ
ー
ツ
、
観
光
開
発
、
政

治
体
制
な
ど
、
東
南
ア
ジ
ア

が
直
面
し
て
い
る
課
題
に
対

し
て
多
角
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
３
年
次
に
は
、
東

南
ア
ジ
ア
研
究
に
必
要
な
体

系
的
思
考
や
調
査
方
法
を
学

び
な
が
ら
、
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
の
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け

ま
す
。
４
年
次
に
は
そ
れ
ら

を
生
か
し
て
卒
業
論
文
を
執

筆
し
ま
す
。
本
ゼ
ミ
は
学
生

と
教
員
と
の
距
離
が
近
く
、

丁
寧
な
指
導
の
下
、
活
発
な

議
論
を
通
じ
て
、
専
門
的
な

知
識
や
批
判
的
思
考
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　

　
さ
ら
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
を
重
視
し
て
お
り
、
現

地
へ
実
際
に
足
を
運
び
、
本

物
に
触
れ
る
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
夏
季
休
暇
に

は
大
学
院
生
と
共
に
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
へ
行
き
ま
す
。
昨
年

私
も
参
加
し
ま
し
た
が
、
バ

リ
島
を
訪
れ
た
際
に
は
、
バ

リ
文
化
の
継
承
と
観
光
産
業

の
共
存
を
肌
で
感
じ
、
多
様

な
文
化
や
価
値
観
に
触
れ
る

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
ジ
ャ
ク
フ
ァ
ル
教

授
の
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
専
門
家
を
招
い
た
講
義
も

行
わ
れ
、
学
外
と
の
交
流
の

機
会
も
豊
富
に
あ
り
ま
す
。

　
本
ゼ
ミ
で
は
理
論
と
実
践

の
双
方
か
ら
、
東
南
ア
ジ
ア

を
通
し
て
ア
ジ
ア
の
特
徴
と

本
質
を
理
解
す
る
力
を
養

い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む

21
世
紀
の
ア
ジ
ア
で
活
躍
で

き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

ジャクファル・イドルス　ゼミ

右から３人目が加藤さん、右端が
ジャクファル教授

三浦 正広ゼミ
vol.37

　
特
殊
詐
欺
に
よ
る
被
害
を

未
然
に
防
い
だ
と
し
て
、
４

月
18
日
、
警
視
庁
町
田
警
察

署
よ
り
本
学
体
育
学
部
こ
ど

も
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科
２
年

の
塚
﨑
萌
美
さ
ん
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
た
。

　
塚
﨑
さ
ん
は
１
月
23
日
、

町
田
市
に
あ
る
ア
ル
バ
イ
ト

先
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
高
齢
男
性
が
「
急
い
で

30
万
円
を
課
金
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
駆
け
込
ん
で

き
た
場
面
に
遭
遇
。
そ
の
行

動
を
不
審
に
思
っ
た
塚
﨑
さ

ん
は
、
男
性
を
待
た
せ
て
警

察
に
連
絡
し
、
被
害
を
未
然

に
防
い
だ
。

塚﨑さん（　　　　）特殊詐欺を未然に防止  町田署が感謝状こどもスポーツ
教育学科２年

法
学
部
の
辰
野
文
理
教
授
の
コ
メ

ン
ト
が
掲
載
（
西
日
本
新
聞
５
月

14
日
）

●
「
私
が
考
え
る
憲
法
メ
デ
ィ
ア

法
・
国
際
政
治
学
の
専
門
家
に
聞

く
」
に
お
い
て
、
法
学
部
の
鈴
木

秀
美
特
任
教
授
の
コ
メ
ン
ト
が
掲

載
（
日
本
経
済
新
聞
５
月
３
日
）

【
テ
レ
ビ
】

●
「
偉
人
・
敗
北
か
ら
の
教
訓
」

の
第
９3
回
「
大
久
保
利
通
・
命
を

奪
わ
れ
た
明
治
新
政
府
の
リ
ー
ダ

ー
」
に
お
い
て
、
勝
田
政
治
名
誉

教
授
が
出
演
（
Ｂ
Ｓ
イ
レ
ブ
ン
５

月
24
日
）

●
「
大
下
容
子
ワ
イ
ド
！
ス
ク
ラ

ン
ブ
ル
」
に
文
学
部
の
岡
島
建
教

授
が
出
演
し
、
舟
運
に
つ
い
て
解

説
（
テ
レ
ビ
朝
日
５
月
1５
日
）

　
学
部
３
年
生
・
修
士
１
年

生
を
対
象
と
し
た
面
接
体
験

セ
ミ
ナ
ー
を
６
月
28
・
2９
日
、

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
８
号
館

３
階
各
教
室
で
実
施
し
、
約

40
人
の
学
生
が
参
加
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
企
業
の

人
事
採
用
担
当
者
を
講
師

に
、
各
班
６
～
７
人
で
グ
ル

ー
プ
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
個

人
面
接
、
集
団
面
接
対
策
を

行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
入
退
室

の
所
作
や
椅
子
に
座
っ
た
時

の
姿
勢
な
ど
、
基
礎
的
な
ル

ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の

指
導
に
加
え
、
本
番
さ
な
が

ら
の
環
境
で
、
緊
張
感
あ
ふ

れ
る
面
接
練
習
が
行
わ
れ

た
。

　
練
習
を
終
え
る
た
び
に
、

担
当
講
師
や
同
班
の
仲
間
た

ち
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、
次
の
練
習
に
向
け
た
課

題
整
理
や
自
己
理
解
を
深
め

る
貴
重
な
機
会
と
し
た
。

　
閉
講
式
で
は
、
講
師
か
ら

「
経
験
は
大
き
な
財
産
に
な

　
令
和
６
年
度
（
５
月
１
日

現
在
）
の
本
学
学
部
卒
業
生

の
就
職
率
は
９7
・
２
％
（
前

年
度
比
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
増
）

と
な
り
、
引
き
続
き
高
い
水

準
を
維
持
し
て
い
る
。
本
学

が
強
み
と
す
る
公
務
員
・
教

員
の
分
野
に
は
、
合
計
５
２

８
人
が
就
職
し
た
。

　『
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０

２
６
』（
朝
日
新
聞
出
版
発

行
）
に
よ
る
と
、
本
学
の
令

和
５
年
度
卒
業
生
に
お
け
る

　
能
登
半
島
地
震
か
ら
約
１

年
半
。
災
害
が
頻
発
す
る
日

本
で
は
、
被
災
地
で
の
復
旧

活
動
の
一
部
を
住
民
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
担
う
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
る
。
小
型
パ
ワ
ー

シ
ョ
ベ
ル
は
１
台
で
１
０
０

人
分
の
作
業
が
可
能
と
さ

れ
、
そ
の
有
用
性
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
背
景
を
受
け
、

災
害
時
の
復
旧
活
動
に
必
要

な
小
型
重
機
の
操
作
技
能
を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に

「
小
型
車
両
系
建
設
機
械（
整

地
等
）
の
運
転
業
務
に
係
る

特
別
教
育
講
習
会
」
が
５
月

31
日
と
６
月
１
日
の
２
日

間
、
多
摩
南
野
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
、
学
生
・
教
職

員
11
人
が
参
加
し
た
。

　
本
講
習
会
は
一
般
財
団
法

人
日
本
笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
協
力
の
下
、
本
学
防
災
・

救
急
救
助
総
合
研
究
所
の
浅

倉
大
地
講
師
と
、
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
田
邉
和
義
氏
が
講

師
と
な
り
実
施
さ
れ
た
。
受

講
者
は
走
行
・
掘
削
・
整
地

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
操
縦
技

術
を
学
び
、
受
講
後
、
特
別

教
育
修
了
証
が
発
行
さ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
機
体
重

量
が
３
トン
未
満
の
機
械
に
限

定
し
て
操
作
が
認
め
ら
れ

る
。
受
講
者
は
「
丁
寧
か
つ

楽
し
く
教
え
て
い
た
だ
き
、

想
像
よ
り
も
早
く
操
縦
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大

学
と
連
携
し
て
講
習
が
行
わ

れ
て
い
た
の
で
挑
戦
し
や
す

か
っ
た
で
す
」
と
話
し
た
。

　
本
学
は
、
学
生
の
資
格
取

得
に
よ
り
、
進
路
や
社
会
貢

献
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
指

し
、
本
講
習
を
企
画
。
四
年

制
大
学
主
体
の
実
施
は
全
国

初
で
、
今
後
は
修
了
者
に
対

す
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会

を
設
け
る
ほ
か
、
卒
業
生
も

対
象
に
含
め
た
実
地
講
習
の

拡
充
を
図
っ
て
い
く
。

消
防
官
就
職
者
数
は
１
３
２

人
で
、
13
年
連
続
で
全
国
１

位
を
記
録
し
た
。
さ
ら
に
、

警
察
官
の
就
職
者
数
は
8９
人

で
全
国
２
位
。
救
急
救
命
士

合
格
者
数
は
学
科
設
置
当
初

か
ら
四
年
制
大
学
で
１
位
を

堅
持
し
て
い
る
。

　
各
学
部
・
学
科
に
専
門
コ

ー
ス
を
設
置
し
、
対
策
講
座

の
開
講
や
各
種
就
職
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
、
公
務
員
志

望
者
へ
の
手
厚
い
支
援
体
制

が
学
生
の
高
い
就
職
意
欲
を

支
え
て
い
る
。

　
企
業
の
採
用
選
考
は
早
期

化
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
内

定
辞
退
率
の
増
加
で
採
用
活

動
の
終
了
時
期
は
早
ま
ら

ず
、
長
期
化
し
て
い
る
。
キ

ャ
リ
ア
形
成
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
最
新
の
動
向
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
十
分
な
準
備
を

進
め
ら
れ
る
よ
う
学
内
講
座

や
セ
ミ
ナ
ー
、
個
別
相
談
の

活
用
を
促
し
て
い
る
。

  

公
務
員
・
教
員
に

５２8
人
就
職

集
団
面
接
の
練
習
を
す
る
学
生
ら

本
番
さ
な
が
ら
面
接
体
験

企
業
採
用
担
当
者
か
ら
基
礎
学
ぶ

被災地での復旧活動に必要な小型重機
の操作技能を訓練する

被災地で100人力「小型ショベル」操縦へ

エ
ジ
プ
ト
の
救
急
救
命
士
が
研
修

８
期
生
、病
院
前
救
急
医
療
学
ぶ

第８期生と田原学長（前列中央左）はじめ
防災・救急救助総合研究所スタッフ

　
日
本
と
エ
ジ
プ
ト
政
府
間

で
平
成
28
年
に
締
結
さ
れ
た

「
エ
ジ
プ
ト
・
日
本
教
育
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｅ
Ｊ
Ｅ

Ｐ
）」
の
も
と
、
エ
ジ
プ
ト

と
本
学
が
平
成
30
年
よ
り
業

務
委
託
契
約
を
結
ぶ
「
病
院

前
救
急
医
療
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
、
５
月
12
日
か
ら
６

月
27
日
ま
で
第
８
期
生
と
な

る
研
修
生
を
迎
え
、
日
本
に

お
け
る
病
院
前
救
急
医
療
お

よ
び
指
導
法
な
ど
の
研
修
が

本
学
多
摩
南
野
キ
ャ
ン
パ
ス

を
拠
点
に
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
約
40

日
間
の
研
修
期
間
を
設
け
て

お
り
、
本
学
防
災
・
救
急
救

助
総
合
研
究
所
が
研
修
を
担

当
し
た
。
講
義
や
実
習
の
ほ

か
、
医
療
機
関
へ
の
視
察
や

現
場
実
習
、
本
学
を
含
む
救

急
救
命
士
養
成
機
関
の
見
学

な
ど
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

も
多
く
取
り
入
れ
た
実
践
的

な
内
容
と
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
今
期
は
研
修
の

最
終
週
に
、
教
員
ら
が
エ
ジ

プ
ト
に
出
向
き
現
地
研
修
を

実
施
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了

生
の
活
躍
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
し
た
ほ
か
、
現
地
調
査
や

第
８
期
生
に
よ
る
現
地
救
急

隊
員
へ
の
講
習
を
経
て
、
両

国
が
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的

を
改
め
て
共
有
し
、
よ
り
効

果
の
高
い
研
修
実
施
に
向
け

て
協
議
し
た
。

　
研
修
は
こ
れ
ま
で
に
８
期

を
終
え
、
80
人
の
修
了
生
が

現
地
エ
ジ
プ
ト
で
救
急
救
命

士
養
成
ア
カ
デ
ミ
ー
設
立
に

向
け
奮
闘
し
て
い
る
。

全
日
本
大
学
生
中
国
語
ス
ピ
ー
チ
大
会

豊
川
さ
ん
優
秀
賞
を
受
賞

　
第
６
回
全
日
本
大
学
生
中

国
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

の
東
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
地
域
決

戦
が
５
月
24
日
、
早
稲
田
大

学
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
、豊
川
弥
生
さ
ん（
法

３
年
）
＝
写
真
＝
が
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
。

　
豊
川
さ
ん
は
共
通
演
題
で

あ
る
「
天
下
一
家
」
を
テ
ー

マ
に
、
世
界
平
和
の
実
現
に

つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ

た
。
中
国
の
大
学
へ
の
留
学

経
験
や
、
中
国
語
を
主
専
攻

と
す
る
学
生
が
多
数
参
加
す

る
中
、
豊
川
さ
ん
は
第
二
外

国
語
科
目
と
し
て
、
週
に
数

回
授
業
を
受
け
る
中
で
挑
戦

を
決
意
し
、
見
事
な
成
果
を

収
め
た
。

　
豊
川
さ
ん
は
「
当
日
は
先

生
も
会
場
に
か
け
つ
け
て
く

だ
さ
り
、
国
士
舘
の
代
表
と

し
て
自
分
自
身
を
奮
い
立
た

せ
て
挑
み
ま
し
た
。
卒
業
後

は
警
察
官
と
し
て
現
場
で
中

国
語
が
話
せ
る
よ
う
勉
強
を

続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と

語
り
、
受
賞
の
喜
び
や
今
後

の
意
気
込
み
を
述
べ
た
。

る
。
今
の
う
ち
か
ら
失
敗
を

恐
れ
ず
、
練
習
を
繰
り
返
し

て
本
番
に
向
け
て
頑
張
っ
て

ほ
し
い
」
と
励
ま
し
の
言
葉

が
送
ら
れ
た
。
参
加
し
た
学

生
は
「
今
回
学
ん
だ
反
省
を

し
っ
か
り
復
習
し
、
本
番
で

は
自
分
の
強
み
を
言
葉
で
表

現
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」

な
ど
の
感
想
を
述
べ
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
例
年
、
就

職
活
動
を
目
前
に
控
え
た

11
・
12
月
に
実
施
し
て
い
る

が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
選

考
や
早
期
選
考
に
お
け
る
面

接
対
策
の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度

初
め
て
６
月
に
も
実
施
し
た
。

四年制大学主体の実施は全国初　運転に係る特別講習／資格取得後押し
感
謝
状
を
手
に
す
る

塚
﨑
さ
ん

 

は
じ
め
に

１ 

学
園
事
業
の
概
要

２ 

財
務
の
概
要

３ 

大
学
・
大
学
院

４ 

高
等
学
校
・
中
学
校

昨年度就職率97.2％
前列左から２人目が米須さん、中央左
が三浦教授。田邉恵教授（中央右）の
ゼミとの合同合宿で

法
学
部
３
年
　

�

米
須
　
翔
太

　
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
法
学
科
の

三
浦
正
広
ゼ
ミ
で
は
、
著
作

権
法
を
専
門
に
研
究
さ
れ
て

い
る
三
浦
先
生
の
下
、
判
例

研
究
を
通
し
て
実
践
的
に
著

作
権
法
を
学
ん
で
い
ま
す
。 

　
２
年
次
に
は
、
著
作
権
に

関
す
る
基
礎
固
め
と
し
て
、

判
例
百
選
と
い
う
参
考
書
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
判
例
に
つ

い
て
、
週
ご
と
に
発
表
者
を

決
め
研
究
・
発
表
し
、意
見
・

質
問
な
ど
を
行
う
形
式
で
判

例
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
一
人
一
人
が
集

中
し
て
判
例
研
究
が
で
き
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
３
年
次
に
な
る
と
判
例
百

選
の
枠
組
み
を
超
え
て
裁
判

所
の
判
決
原
文
を
用
い
た
判

例
研
究
、
論
文
購
読
、
法
改

正
の
動
向
な
ど
の
解
説
、
ま

た
自
身
の
興
味
の
あ
る
判
例

を
深
く
研
究
し
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
専
門
性
の

高
い
知
識
を
つ
け
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

　
三
浦
ゼ
ミ
の
授
業
で
成
長

で
き
る
点
は
、
法
律
の
知
識

が
身
に
つ
く
こ
と
だ
け
で
な

く
、 

内
容
を
整
理
し
発
表
す

る
力
、
相
手
に
意
見
を
簡
潔

に
伝
え
る
力
を
伸
ば
す
こ
と

が
で
き
る
こ
と
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
毎
回
の
授
業
を
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
行

う
た
め
自
然
と
自
身
の
成
長

に
つ
な
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
６
月
に
は
田
邉
ゼ
ミ

と
合
同
合
宿
が
行
わ
れ
、
大

阪
・
関
西
万
博
へ
行
き
ま
し

た
。
私
た
ち
の
ゼ
ミ
で
は
授

業
外
で
も
先
生
を
含
め
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
ゼ
ミ
合
宿

中
に
も
先
生
の
知
識
を
伝
え

て
く
だ
さ
る
場
面
が
あ
り
、

万
博
で
は
著
作
権
法
が
目
的

と
す
る
「
文
化
の
発
展
」、

知
的
財
産
法
が
目
的
と
す
る

「
産
業
の
発
達
」
に
つ
い
て

学
び
、
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
著
作
権
と
い
う
一
つ
の
内

容
に
関
し
て
３
年
間
こ
こ
ま

で
専
門
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
ゼ
ミ
は
珍
し
く
、
貴
重

な
時
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

インターンシップに向け意欲
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「
絶
望
で
き
る
の
も
才
能
」

森拓海選手（政経学部４年）

　自
分
と
向
き
あ
い

　呼
び
起
こ
さ
れ
た
自
我

　
０
歳
か
ら
始
め
た
水
泳
は
決

し
て
好
き
で
は
な
く
受
動
的
に

続
け
て
き
た
と
い
う
森
選
手
。

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
競
泳
を
始

め
、
小
学
生
の
頃
は
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
出
場
し
て

い
た
が
中
学
時
代
の
骨
折
以
降

不
調
に
陥
り
、
全
国
大
会
に
手

が
届
か
な
く
な
っ
て
い
た
。

　
そ
れ
で
も
考
え
る
暇
な
く
追

わ
れ
る
よ
う
に
泳
ぐ
日
々
に
、

あ
の
コ
ロ
ナ
禍
が
や
っ
て
き

た
。
練
習
や
大
会
が
す
べ
て
中

止
と
な
り
、
森
選
手
に
自
問
自

答
す
る
時
間
が
で
き
た
。「
な

ぜ
自
分
は
中
途
半
端
な
レ
ベ
ル

で
競
泳
を
続
け
て
い
る
の
だ
ろ

う
」。
考
え
る
時
間
が
彼
の
自

我
を
呼
び
起
こ
し
た
。
ジ
ャ
ン

ケ
ン
で
さ
え
勝
た
な
い
と
気
が

済
ま
な
い
と
い
う
元
来
の
負
け

ず
嫌
い
の
炎
が
選
手
魂
に
着
火

し
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　「
競
泳
が
楽
し
く
て
」

　
競
泳
と
の
向
き
合
い
方
の
変

化
は
試
合
結
果
に
も
つ
な
が
っ

て
い
っ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
競

泳
が
楽
し
く
な
っ
た
と
い
う
。

も
ち
ろ
ん
、
思
う
よ
う
に
い
か

な
い
レ
ー
ス
も
た
く
さ
ん
あ
っ

た
。「
結
果
が
出
な
か
っ
た
と

き
は
人
の
何
倍
も
落
ち
込
み
ま

す
。
で
も
、
絶
望
で
き
る
の
も

才
能
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。思
い
っ
き
り
落
ち
こ
ん
で
、

じ
ゃ
あ
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
、

何
が
足
り
な
か
っ
た
か
。
そ
れ

を
見
つ
け
て
、
あ
と
は
努
力
す

る
だ
け
で
す
」
と
、
力
強
い
笑

顔
で
語
る
。

　部
活
と
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
両
立

　
国
士
舘
大
学
と
の
出
合
い

は
、
高
校
３
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
。
水
泳
部
の
和
田
匡
史
監
督

に
声
を
か
け
ら
れ
国
士
舘
大
学

に
進
学
を
決
め
た
。
そ
し
て
、

高
校
最
後
の
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
２
位
と
、
好
調
を

引
っ
提
げ
大
学
生
と
な
っ
た
森

選
手
。
最
初
こ
そ
「
一
気
に
強

い
選
手
と
対
峙
す
る
こ
と
に
な

り
苦
し
み
ま
し
た
」
と
回
顧
す

る
が
、
環
境
に
慣
れ
る
と
着
実

に
成
績
を
伸
ば
し
た
。

　
本
学
進
学
後
、
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
と
大
学
水
泳
部
の
２
団
体
に

所
属
す
る
こ
と
は
大
変
で
は
な

い
か
と
の
問
い
に
「
そ
れ
ぞ
れ

の
指
導
方
法
に
刺
激
を
受
け
て

い
ま
す
。
多
様
な
視
点
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ
の
環
境
が

私
に
は
合
っ
て
い
ま
す
」
と
答

え
る
。
貪
欲
に
学
ぶ
姿
勢
も
彼

の
持
ち
味
だ
。

　１
位
以
外
は
敗
北
者

　
そ
し
て
迎
え
た
大
学
２
年
の

冬
、
パ
リ
五
輪
代
表
選
考
会
。

２
位
ま
で
が
五
輪
内
定
だ
っ
た

が
森
選
手
は
惜
し
く
も
３
位
、

切
符
を
逃
し
た
。
悔
し
さ
が
に

じ
ん
だ
が
、
そ
れ
と
同
時
に
世

界
と
の
距
離
が
具
体
的
に
見
え

た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。こ
の
時
、

「
１
位
以
外
敗
北
者
な
の
だ
」

と
覚
悟
を
決
め
た
。
負
け
ず
嫌

い
が
世
界
に
挑
む
準
備
は
整
っ

た
。

　
森
選
手
は
い
ま
、「
自
分
は

ま
だ
ま
だ
甘
い
、
１
位
に
な
る

に
は
も
っ
と
自
分
に
厳
し
く
」

と
日
々
闘
志
を
燃
や
す
。
世
界

へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
中
、
彼
の

力
強
い
眼
差
し
の
先
に
は
２
０

２
８
年
開
催
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

五
輪
が
あ
る
。「
今
回
の
世
界

ユ
ニ
バ
、
そ
の
後
の
試
合
も
一

試
合
一
試
合
結
果
を
出
し
ま

す
。
そ
し
て
３
年
後
の
ロ
ス
五

輪
で
は
金
メ
ダ
ル
を
獲
り
に
い

き
ま
す
」
と
明
言
す
る
森
選
手

に
、
こ
の
先
も
目
が
離
せ
な

い
。

�

（
令
和
７
年
５
月
取
材
）

サ
ッ
カ
ー　
首
位
タ
ー
ン

関
東
大
学
１
部
リ
ー
グ　

前
期
９
勝
２
敗

　
関
東
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー

グ
戦
１
部
で
本
学
は
、
前
期

総
合
順
位
１
位
と
な
り
好
調

な
折
り
返
し
を
迎
え
た
。
前

期
の
成
績
は
９
勝
０
分
２
敗

で
、
24
年
ぶ
り
１
部
優
勝
を

ハンド男子　３１年ぶり優勝

ヘディングシュートを決める須藤選手（右から2人目）。
ピッチには大澤英雄前理事長への「愛情と情熱は俺たち
の心に生き続ける」横断幕も＝6月7日

 

鉄
壁
の
守
り
、８
勝
１
敗

【柔道部（男子）】
● 2025 トルコジュニア国際柔道大会（５
／３～４）
男子 60㌔級
優勝　松永烈（体３年）＝写真
男子 100㌔級
２位　三木望夢（体２年）
● 2025 年アジア柔道選手権大会（４／ 25
～ 28）
男子 90㌔級
３位　川端倖明（体２年）
【陸上競技部（男子・女子）】
●2025年日本学生陸上個人選手権大会（４
／ 25 ～ 27）
十種競技
優勝　橋本秀汰朗（院１年）
２位　前田和希（体３年）
【空手道部（男子・女子）】
●第 21 回アジア空手道選手権大会（５／
22 ～ 25）
女子個人組手 68㌔超級
２位　杉田菫（体４年）
●第 12 回東アジア空手道選手権大会（４
／ 12・13）
男子団体形
優勝　大成輝波（体４年）、柴谷海（同）、
藤田康紘（同）
【アーティスティックスイミング部】
●第 101 回日本選手権水泳競技大会ＡＳ
競技（５／３～５）
アクロバティックルーティン
優勝　国士舘ＡＳクラブ　岩崎尽真（体４
年）、白波瀬陽菜（体２年）
【バレーボール部（男子）】
● 2025 年日本代表登録メン
バーに選出
竹松魁柊（体２年）＝写真
【準硬式野球部】
● 2025 年度東都大学準硬式野球春季リー
グ戦（３／ 29 ～５／ 18）
２位　国士舘大学

活躍するスポーツ

　
２
０
２
５
年
関
東
大
学
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
春
季
リ
ー
グ
戦

が
４
月
19
日
か
ら
５
月
31
日

に
か
け
て
行
わ
れ
、
本
学
は

８
勝
１
敗
、
勝
ち
点
16
の
成

績
で
優
勝
を
果
た
し
た
。
春

季
リ
ー
グ
で
の
優
勝
は
実
に

31
年
ぶ
り
の
快
挙
。

　
強
豪
ひ
し
め
く
リ
ー
グ
の

中
、
本
学
は
チ
ー
ム
総
得
点

こ
そ
リ
ー
グ
３
位
に
と
ど
ま

っ
た
も
の
の
、
日
本
代
表
経

験
を
も
つ
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー

松
下
幸
祐
選
手（
体
育
４
年
）

を
中
心
に
リ
ー
グ
最
少
失
点

を
記
録
す
る
鉄
壁
の
守
り
を

展
開
。
さ
ら
に
、
豊
田
賢
治

監
督
（
体
育
学
部
准
教
授
）

が
「
状
況
判
断
や
冷
静
さ
に

長
け
た
チ
ー
ム
」
と
評
価
す

貝
瀨
選
手 

男
子
個
人
総
合
で
初
優
勝

女
子
Ａ　
団
体
総
合
優
勝

居
合
道　
選
手
・
監
督
ｗ
優
勝

吉岡選手Ｊ２ロアッソ熊本
近藤選手は藤枝ＭＹＦＣへ

本
学
の
４
選
手
も
活
躍

日
本
初
ベ
ス
ト
16
入
り

　
第
25
回
Ｉ
Ｈ
Ｆ
男
子
ジ
ュ

ニ
ア
（
Ｕ
―
21
）
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
世
界
選
手
権
が
６
月
18

日
か
ら
29
日
に
か
け
て
ポ
ー

ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。
本

学
か
ら
首
藤
大
輝
選
手
（
体

育
４
年
）、
井
上
巧
登
選
手

（
同
３
年
）、
古
川
吉
平
選
手

（
21
ア
４
年
）、
鎌
倉
悠
真
選

手（
同
３
年
）
の
４
選
手
が

選
出
さ
れ
、
豊
田
賢
治
体
育

学
部
准
教
授
が
監
督
を
務
め

た
日
本
代
表
が
、
史
上
初
の

ベ
ス
ト
16
入
り
を
果
た
し
た
。

　
日
本
代
表
は
、
初
戦
の
ア

メ
リ
カ
戦
で
古
川
選
手
が
チ

ー
ム
最
多
得
点
を
挙
げ
る
活

躍
で
勝
利
し
勢
い
を
つ
け
る

と
、
続
く
韓
国
戦
で
は
古
川

選
手
が
５
得
点
を
記
録
し
連

勝
。
予
選
ラ
ウ
ン
ド
を
突
破

し
、
史
上
初
の
メ
イ
ン
ラ
ウ

ン
ド
進
出
を
決
め
た
。
そ
の

後
の
メ
イ
ン
ラ
ウ
ン
ド
で

は
、
プ
ロ
選
手
を
擁
す
る
強

　
２
０
２
６
シ

ー
ズ
ン
か
ら
、

本
学
サ
ッ
カ
ー

部
に
所
属
す
る

吉
岡
優
希
選
手

（
体
育
４
年
）

が
Ｊ
２
の
ロ
ア

ッ
ソ
熊
本
に
、

近
藤
優
成
選
手

（
同
）
が
Ｊ
２

の
藤
枝
Ｍ
Ｙ
Ｆ

　
第
49
回
東
北
日
本
居
合
道

大
会
が
５
月
25
日
、
新
潟
・

燕
市
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
沖
田
愛
美
海
選

手
（
法
３
年
）
が
、
初
・

無
段
の
部
で
見
事
優
勝
を

果
た
し
た
。
本
大
会
は
流

派
・
年
齢
を
問
わ
ず
全
国

か
ら
居
合
道
を
修
練
す
る

剣
士
約
７
０
０
人
が
参
加

し
、
日
ご
ろ
修
練
し
て
い

る
技
を
競
い
合
う
。
六
段

の
部
で
は
居
合
道
部
監
督

の
後
藤
知
佳
選
手
（
本
学

職
員
）
が
優
勝
を
果
た
し
、

指
導
者
と
し
て
の
背
中
を

見
せ
た
。

　
沖
田
選
手
は
４
月
に
開
催

さ
れ
た
第
62
回
全
国
居
合
道

高
知
大
会
で
も
優
勝
を
果
た

し
て
お
り
、
今
後
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
。

　
第
58
回
東
日
本
学
生
新
体

操
選
手
権
大
会
が
、
５
月
３

日
か
ら
５
日
に
か
け
て
群

馬
・
高
崎
ア
リ
ー
ナ
で
開
催

さ
れ
、
男
子
個
人
総
合
で
貝

瀨
壮
選
手
（
体
育
３
年
）
が

初
優
勝
を
飾
っ
た
。
種
目
別

ス
テ
ィ
ッ
ク
と
リ
ン
グ
の
２

種
目
で
１
位
、
ロ
ー
プ
と
ク

ラ
ブ
で
２
位
を
獲
得
す
る
圧

巻
の
演
技
で
実
力
を
見
せ
つ

け
た
。
高
校
時
代
は
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
種
目
別
優
勝
な
ど
輝

か
し
い
成
績
を
残
し
て
き
た

貝
瀨
選
手
。
大
学
入
学
後
に

同
大
会
で
２
年
連
続
７
位
入

賞
す
る
な
ど
、
着
実
に
力
を

つ
け
た
結
果
、
今
回
念
願
の

初
優
勝
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
男
子
団
体
種
目
別

徒
手
で
は
、
強
豪
・
青
森
大

学
に
惜
し
く
も
一
歩
及
ば

ず
、
準
優
勝
だ
っ
た
。

　
女
子
団
体
は
、
国
士
舘
大

学
Ａ
が
、
種
目
別
の
リ
ボ
ン

５
、
フ
ー
プ
２
・
ボ
ー
ル
３

と
も
に
１
位
を
獲
得
し
、
団

体
総
合
で
見
事
優
勝
。
女
子

個
人
総
合
で
は
鶴
田
芽
生
選

手
（
21
ア
１
年
）
が
準
優
勝

に
輝
き
、
男
女
共
に
８
月
の

全
日
本
学
生
選
手
権
に
向
け

弾
み
を
つ
け
た
。

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
国
際
大

会
「
第
２
回
Ｕ
23
ア
ジ
ア
カ

ッ
プ
」
が
６
月
２
日
か
ら
５

日
に
か
け
て
タ
イ
・
バ
ン
コ

日
本
Ｕ
23　
ア
ジ
ア
杯
Ⅴ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル  

櫻
井
選
手
役
割
き
っ
ち
り

　
個
人
種
目
で
の
学
生
日
本

一
を
決
め
る
第
69
回
全
日
本

学
生
空
手
道
選
手
権
大
会
が

７
月
５
・
６
日
、
兵
庫
・
姫

路
市
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
ナ
・

ウ
イ
ン
ク
体
育
館
で
開
催
さ

れ
、
原
田
明
莉
選
手
（
体
育

４
年
）
が
女
子
組
手
で
見
事

３
位
に
輝
い
た
。

　
５
月
の
関
東
大
会
で
は
、

女
子
組
手
で
本
学
初
と
な
る

優
勝
を
果
た
し
た
原
田
選
手
。

準
決
勝
で
は
、
階
級
が
異
な

る
相
手
に
序
盤
か
ら
果
敢
に

攻
め
る
も
の
の
、
試
合
残
り

15
秒
で
倒
し
技
の
突
き
で
３

東
北
日
本
大
会

初
・
無
段
の
部

東
日
本
学
生

新　
体　
操

ク
で
開
催
さ
れ
、
櫻
井
政
龍

選
手
（
体
育
２
年
）
が
選
出

さ
れ
た
日
本
代
表
チ
ー
ム
が

見
事
優
勝
を
果
た
し
た
。
同

大
会
は
、
ア
ジ
ア
６
カ
国
の

選
抜
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
上

位
２
チ
ー
ム
に
与
え
ら
れ
る

Ｕ
23
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
出

場
権
を
か
け
て
争
っ
た
。

　
全
国
の
大
学
か
ら
強
豪
選

手
が
集
め
ら
れ
た
日
本
代
表

チ
ー
ム
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

ラ
ウ
ン
ド
か
ら
決
勝
ま
で
全

試
合
で
コ
ー
ル
ド
勝
ち
を
収

め
圧
倒
的
な
強
さ
で
優
勝

し
、
来
年
４
月
に
コ
ロ
ン
ビ

ア
で
開
催
さ
れ
る
Ｕ
23
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
へ
の
出
場
権
を

獲
得
し
た
。

　
櫻
井
選
手
は
、
限
ら
れ
た

出
場
機
会
の
中
で
、
先
発
出

場
し
た
タ
イ
戦
で
は
タ
イ
ム

リ
ー
ス
リ
ー
ベ
ー
ス
ヒ
ッ
ト

を
放
つ
な
ど
、
与
え
ら
れ
た

役
割
を
果
た
し
チ
ー
ム
の
躍

進
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

関東大学   春季リーグ

る
よ
う
に
、
主
将
の
首
藤
大

輝
選
手
（
体
育
４
年
）
を
中

心
に
強
固
な
チ
ー
ム
力
を
存

分
に
発
揮
し
、
悲
願
の
優
勝

を
成
し
遂
げ
た
。

　
最
優
秀
選
手
に
は
首
藤
選

手
が
選
ば
れ
た
ほ
か
、
松
下

選
手
、
横
田
怜
選
手
（
体
育

４
年
）、井
上
巧
登
選
手
（
同

３
年
）
が
優
秀
選
手
に
選
出

さ
れ
る
な
ど
、
チ
ー
ム
を
支

え
る
上
級
生
の
活
躍
が
光
っ

た
。

　
優
勝
を
受
け
て
豊
田
監
督

第70回日本大学・中央大学対抗水
泳競技大会で好調な泳ぎをみせる
森選手＝6月28日、フォートキシ
モト提供

31年ぶりに春季リーグで優勝を果たした
男子ハンドボールチーム一同

左から井上選手、首藤選手、
古川選手、鎌倉選手

タイ戦に先発出場
した櫻井選手

Ｃ
に
加
入
す
る
こ
と
が
内
定

し
た
。

　
吉
岡
選
手
は
、
優
れ
た
守

備
力
と
ボ
ー
ル
配
球
力
に
定

評
が
あ
る
ミ
ッ
ド
フ
ィ
ル
ダ

ー
（
Ｍ
Ｆ
）
で
、
サ
ッ
カ
ー

部
主
将
と
し
て
チ
ー
ム
を
統

率
し
て
き
た
。近
藤
選
手
は
、

ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
攻
撃
参
加

と
攻
守
に
お
け
る
対
人
能
力

の
強
さ
を
武
器
と
す
る
超
攻

撃
型
の
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
（
Ｓ

Ｂ
）。
両
選
手
の
今
後
の
活

躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

吉岡優希選手近藤優成選手
 (藤枝ＭＹＦＣ提供)

点
を
取
ら
れ
、
惜
し
く
も
敗

退
と
な
っ
た
。

　
原
田
選
手
は
「
悔
し
い
結

果
と
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年

出
場
す
ら
で
き
な
っ
た
大
会

で
不
調
な
が
ら
も
成
績
を
残

せ
た
の
は
周
り
の
環
境
や
支

え
が
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
感
謝
を
忘
れ
ず
次
大
会

に
向
け
努
力
し
て
い
き
ま

す
」
と
前
を
見
据
え
た
。

女子組手で３位入賞
した原田選手

は
「
春
季
リ
ー
グ
で
は
勝
ち

き
れ
な
い
シ
ー
ズ
ン
が
続
い

た
中
で
、
優
勝
で
き
た
こ
と

を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
こ
の
結
果
に
甘
ん
じ
る

こ
と
な
く
秋
季
リ
ー
グ
や
全

日
本
イ
ン
カ
レ
の
優
勝
を
目

指
し
て
努
力
を
続
け
て
い
き

ま
す
」
と
力
強
く
コ
メ
ン
ト

し
た
。

目
指
す
。

　
６
月
７
日
、
国
士
舘
楓
の

杜
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
東
海
大

学
戦
で
は
、
前
半
22
分
、
近

藤
優
成
選
手
（
体
育
４
年
）

の
先
制
ゴ
ー
ル
で
本
学
が
試

合
を
リ
ー
ド
。
後
半
に
入
る

と
相
手
チ
ー
ム
が
ス
ピ
ー
ド

を
生
か
し
た
激
し
い
攻
撃
を

展
開
し
た
が
、
後
半
18
分
、

コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
か
ら
須
藤

太
一
選
手
（
同
）
が
ヘ
デ
ィ

ン
グ
シ
ュ
ー
ト
で
追
加
得
点

を
挙
げ
、
２
対
０
で
見
事
勝

利
を
収
め
た
。
こ
の
勝
利
に

よ
り
、
前
期
１
位
で
の
折
り

返
し
が
確
定
し
た
。

　
前
期
の
全
日
程
を
終
え
吉

岡
優
希
主
将
（
同
）
は
「
開

幕
か
ら
３
節
は
難
し
い
試
合

も
あ
り
ま
し
た
が
、
少
し
ず

つ
国
士
舘
ら
し
い
サ
ッ
カ
ー

を
取
り
戻
し
８
連
勝
す
る
こ

と
が
で
き
、
う
れ
し
く
思
い

ま
す
」
と
語
り
、
チ
ー
ム
の

成
長
を
喜
ん
だ
。

豪
チ
ー
ム
勢
に
勝
利
を
収
め

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
も

の
の
、
本
学
選
手
ら
は
日
本

代
表
の
史
上
最
高
位
進
出
に

大
き
く
貢
献
し
た
。

世界ハンド
男子Ｕ－21

　
７
月
７
日
か
ら
16
日
に
開

催
さ
れ
た
東
ア
ジ
ア
Ｅ
―
１

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
２
０
２
５

決
勝
大
会
　韓
国
の
招
集
メ

ン
バ
ー
に
、
本
学
卒
業
生
で

Ｊ
１
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
所
属

の
綱
島
悠
斗
選
手
（
令
和
５

年
体
育
学
部
卒
）
と
Ｊ
１
町

田
ゼ
ル
ビ
ア
所
属
の
望
月
ヘ

ン
リ
ー
海
輝
選
手
（
令
和
６

年
体
育
学
部
卒
）
が
選
出
さ

れ
た
。

　
12
日
の
中
国
代
表
と
の
試

合
で
は
、
望
月
選
手
が
代
表

初
ゴ
ー
ル
を
決
め
、
日
本
代

表
の
大
会
連
覇
に
大
き
な
貢

献
を
果
た
し
た
。

団体競技で総合
優勝したAチー
ムのメンバー

　７月16日から開催のＦＩＳＵ
ワールドユニバーシティゲーム
ズ（ドイツ・ラインルール）の
競泳日本代表として、200㍍個
人メドレーで金メダルに輝いた
森拓海選手（政経４年）。昨年末
のジャパンオープンでは優勝、
３月の日本選手権でも３位入賞
するなど目覚ましい活躍を続け
ており、今大会を前に国士舘と
の出合いや今後の目標を聞いた。

  目指せ！国士舘から世界へ

FISU ワールドユニバーシティゲームズ競泳日本代表

関東大会では優勝

原
田
選
手 

女
子
組
手
で
３
位
全
日
本
学
生

空

手

道

卒
業
生
も
活
躍

初
優
勝
し
た
貝
瀨
選
手

優勝した沖田選手（前列
右）と後藤選手（同左）
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